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はじめに 

 夏期の全国平均気温歴代 10 位のうちに 2000 年以降の年が 7 回ランクインし、2010 年
が観測史上で最も暑い夏になるなど、最近の⾼温傾向は顕著であり、様々な作物の⾼温障
害が問題となっています。例えば、2010 年には、⽩未熟粒多発のために全国の⼀等⽶⽐率
が平年より 16 ポイント以上低下し、⽔稲⽣産現場に⼤きな衝撃を与えました。さらに、
将来的には、温室効果ガスの増加によって地球規模での気候変化が懸念されています。ま
た、⼟地利⽤型作物⽣産の現場では、⼀部の経営体で急速な規模拡⼤が進みつつあります。
このような農業を取り巻く社会経済的変化の中で、⼤規模な経営体の⽣産管理の効率化に
貢献する情報システムに対するニーズが⾼まってきました。 
   以上のような気象の年次変動や気候変化への適応と⽣産管理の効率化の⽀援という⼆
つの要請に応えるために、私たちは、気象情報を利⽤して農業気象災害対策や適期管理に
貢献する栽培管理⽀援情報を⽣産者に届ける情報システム「栽培管理⽀援システム 」の開
発に取り組んできました。栽培管理支援システムは、「⾼温障害が発⽣しそうだ」等の農
業気象災害に関する早期警戒情報を届ける早期警戒システムと、⽣産者の栽培管理に関す
る判断を補助するための⽀援情報を提供するシステム、いわゆる意思決定⽀援システム、
の両者の機能を兼ね備えた農業情報システムです。 

1993 年の⽔稲⼤冷害を契機に、1996 年に東北農業試験場（現農研機構東北農業研究セ
ンター）が開発した東北地域⽔稲冷害早期警戒システムが私たちの原点です。近年の温暖
化傾向や⼟地利⽤の⾼度化の必要性を踏まえて、農研機構では、対象地域を全国に拡げる
こと、⽔稲⾼温障害にも対応すること、⼩⻨、⼤⾖も対象にすることを⽬的として、2011
〜2015 年にシステム開発の基礎となる、全国版メッシュ農業気象データ、作物⽣育予測モ
デル、気候変動適応技術の開発に取り組んでまいりました。また、農林⽔産業・⾷品産業
科学技術研究推進事業において「⽔稲⾼温障害早期警戒・栽培⽀援システム」という、栽培管
理支援システムの原型ともいうべきプロトタイプ開発に取り組みました。それらの経験に
基づき、2014 年より SIP「次世代農林⽔産業創造技術」でシステムの社会実装を⽬指した
取り組みを開始しました。開発チームには、研究機関のみならず、ICT 企業と気象会社が
参加し、実⽤性と将来の運⽤を⾒据えたシステム開発を⾏い、このたび、栽培管理⽀援シス
テム Ver. 1.0 として公開する運びとなりました。

栽培管理⽀援システム Ver. 1.0 は、発展途上のシステムです。「気象情報をもっと⾝近
に、栽培管理⽀援情報をもっと⼿軽に！」を合⾔葉に、これからも機能の充実と精度の向
上に取り組みますので、⽇本農業を⽀える情報ツールの⼀つとして、多くの皆様にご活⽤
いただければ幸いです。 

平成 31 年 3 ⽉ 
編著者代表 
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栽培管理⽀援システムͺɼ農研機構ϟρシュ農業ـেυータͳࡠਫ਼ү༩ϠυルΏ 
බ֒༩ϠυルΝ利⽤͢ͱɼ農業ـে֒ࡄΝܲͤݰΖͪΌܱغվๅͳࡠ栽培
管理Ͷༀ⽴つๅΝࡠ成・ഓ৶͢ɼ農業ਫ਼産者қ݀ࢦఈΝ⽀援ͤΖๅシステムͲ 
ͤɽ 

利⽤者ͺɼϙームϘーζͲɼ͍Δ͖ͣΌาҒΏҢ৪ೖɼ品झΝౌ͢ͱ利
⽤͢Ήͤɽ国಼਼าΏɼҡ͵Ζ品झౌ͗ՆͲͤɽͤڛΖ栽培管理⽀
援ๅͺɼ࠹ـেυータΝ⽤いͱຘೖߍ͠ΗΉͤɽ 

栽培管理⽀援システム�Ver. 1.1�Ͷͺɼ開発中 2 αンテンςΝΌͱ 19 ๅαン
テンς͗౧͠ࡎΗͱいΉͤɽͤڛΖๅͶͺɼـেυータΝҲ࣏Յ͢ͱࡠ成ͪ͢ 
ܱغվๅͳɼਭҶɼঘശɼ⼤ಀࡠΝଲেͳ͢ͱɼਫ਼産者栽培管理қ݀ࢧఈ 
Ν⽀援ͤΖͪΌ栽培管理⽀援ๅ͍͗ΕΉͤɽٝ߁қັͲͺྈ者ΝΌͱ栽培管
理⽀援ๅͳݼΞͲいΉͤɽΉͪɼकͶ栽培ؔغ中Ͷ利⽤ͤΖαンテンςͳࡠܯժ 
Ζαンテンς͍͗ΕΉͤɽͤ⽤࢘Ͷ࣎

栽培管理⽀援システム͗ͤڛΖܱغվๅͳ栽培管理⽀援ๅ 

利⽤期間 コンテンツ名
異常⾼温・低温⽇数注意情報（予報）
異常⾼温・低温⽇数注意情報過去7⽇間
フェーン注意情報
発育予測 
収穫適期診断
⾼温登熟障害対策 〜追肥診断〜 
冷害リスクと追肥可否判定 （寒冷地向け）
紋枯病発⽣予測 
稲こうじ病発⽣予測 
あきだわら栽培管理⽀援 
移植適期診断（移植⽇決定⽀援簡易版）
移植⽇決定⽀援（開発中）
施肥設計⽀援 （開発中）
基肥窒素量の調整判断⽀援 （寒冷地向け）
発育予測 
⼦実⽔分予測
発育予測 
灌⽔⽀援 

作付計画 作付計画⽀援 
⼤⾖

情報の種類・作⽬

栽培中

作付計画

栽培中

栽培管理⽀援情報

栽培中

栽培中

早期警戒情報

⽔稲

⼩⻨
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栽培管理⽀援システムͺɼકྲྀదόϗーシϥンଆϕϫήϧムʤSI3ʥh  େ農ྜྷ࣏
ਭ産業ଆ技術ʱʰๅ・௪৶・ޜ࿊ܠ機Ν⽤ͪ͢農ࡠ業システムࣙ動 
Կ・எԿͶΓΖྙ・߶品࣯ਫ਼産技術開発ʱ՟ୌ（2014ʛ2018 ೧ౕ）Ҳ環ͳ͢ 
ͱɼ農研機構Ν中ৼͶޮઅ農業ݩࢾ機ؖɼ⼤ָɼة業ͳૌ৭ͪ͢ਫ਼産システムαンλー
シアム・ʰๅ・௪৶・ޜ࿊ܠ機（ـেๅ）ʱήルーϕͶΓͮͱ開発͠ΗΉ͢ 
ͪɽ

農研機構Ͳͺɼ͞ΗΉͲɼϟρシュ農業ـেυータɼࡠਫ਼ү༩Ϡυルɼබ֒༩ 
Ϡυルɼޫـ変動నԢ技術͵ʹシステム開発Ͷචགྷ͵གྷો技術Νட͢ͱ͘Ή 
ͪ͢ɽ栽培管理⽀援システムͺɼਫ਼産システムαンλーシアムڠಋ研究ͶΓͮͱɼͨ 
ΗΔΝҲつๅシステムͳ͢ͱ総合Կͪ͢Ͳͤɽ2019 年 3 ⽉ 13 ೖͶޮ開した栽
培管理⽀援システムʤVer. 1.0ʥおよび Ver.  1. n ͅ ɼ農研機構 4 غ中ௗܯغժश྅ 2021 
年 3 ⽉ΉͲɼ農研機構研究開発業ແͳ成ՎٶͶචགྷ͵ɼ開発テストベッドと
シϥーίースとして運用する予定です。さらなる機能の充実と精度向上を目指すととも
に、利用者のご意見に基づいて、システムの改良を目指します。

ਫ਼産者Ώܐؖٶ者・Ө農ࢨҽև༹システムં利⽤ͳͳͶɼؔة業 
և༹Ͷ栽培管理⽀援システム͗ͤڛΖ༹ʓ͵栽培管理⽀援αンテンςΝஎͮͱいͪ 
ͫ͘ɼಢࣙӨ農λϨューシϥン開発Ͷ͟⽤いͪͫく͞ͳغଶ͢ͱいΉͤɽͨ 
ͪΌɼޛ者合Ͷඍ͓ͱɼචགྷ͵栽培管理⽀援αンテンςୱҒͲɼๅࣙ動ࡠ成ϕϫ 
ήϧムͳ͢ͱ֦ऀ༹システムͶૌΊࠒΞͲいͪͫくͪΌ६ඍͳɼ :eE-A3I γー 
ώーܨ༟ͲๅΝ֦ऀ༹システムͶഓ৶ͤΖ६ඍΝΌͱいΉͤɽつΉΕɼシϥー 
ίースͳ͢ͱ栽培管理⽀援システムͲ֦αンテンςΝ͟ལいͪͫ͘ɼـͶͮͪαン
テンςΝϕϫήϧムͳ͢ͱૌΊࠒΞͲいͪͫく͖ɼචགྷ͵ๅΊ֦ऀ༹Ө農管理シ
ステムͲण৶ͤΖ͞ͳ͗ՆͶ͵ΕΉͤɽ:eE-A3I γーώーܨ༟ๅഓ৶γーϑス 
ͺɼͤͲͶいくつ͖αンテンςͶついͱͺɼ農業υータ࿊خܠ൭ :A*5I �KWWpV��� 
Zagri.QeW��Ͳ利⽤ՆͲͤɽ

ʴߡࢂๅʵ 
１ɿ中川博視 �2018� ـেυータΝ利⽤ͪ͢農業ๅΝ͜Ζ栽培管理⽀援システム. 
-ATA)) ζϡーψル 6�5��62-66.  
̐ɿ中川博視 �2018� ـেๅΝ⽤ͪ͢農業ๅシステム開発. ήϨーンϪϛーφ
586�2-5. 
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ʴਫ਼産システムαンλーシアム・ʰๅ・௪৶・ޜ࿊ܠ機（ـেๅ）ʱήルーϕ
 ժ機ؖʵࢂ
（国研）農業・⾷品産業技術総合研究機構（農研機構）（農業環境変動研究センターɼ
քಕ農業研究センターɼ౨農業研究センターɼ中ԟ農業研究センターɼೖຌ農業研究
センターɼ۟यԯೆ農業研究センターɼ農業技術ַָ研究センター）ɼ（国研）ք༺
研究開発機構ɼ౨⼤ָɼஞഀ⼤ָɼ౨ښ⼤ָɼਈރ⼤ָɼࣝౣࣉ⼤ָɼ（ஏಢ）քಕ
⽴総合研究機構ɼٸ城県ݻ川農業ݩࢾɼએཁ県農ྜྷ総合研究センターɼ׃県農業総合
研究ॶɼฎށ県⽴農ྜྷਭ産技術総合センターɼෳ岡県農ྜྷ業総合ݩࢾɼٸ県総合農業
ճऀϧϓϑζϋスΤΥδーࣞהճऀϑζϥンテρέɼࣞהɼݩࢾ

1.1. ཤ༽घॳ 

栽培管理⽀援システムकགྷ機Ν利⽤ͤΖͶͺɼҐԾॳͲචགྷ͵ๅΝౌ
ͤΖචགྷ͍͗ΕΉͤɽアΩΤンφΝࡠ成͢ͱϫήンͤΖΉͲɼᶆҐ߳ࡠ業ͺͲ͘
ΉせΞɽ༩・ਏஇ݃Վͺຘೖޗ̖ࠔ࣎Ͷߍ͠Ηɼ利⽤者͗અఈΝ変ࡏͪ͢ߍͶ
ߍ͠ΗΉͤɽ 

ᶅアΩΤンφࡠ成ͳϫήン
ᶆาౌ（า໌ɼҤౕౕܨ）
ᶇࡠ͜ౌ（品झɼझʙҢ৪ೖ）
ᶈ発ү༩ࣰ⾏
ᶉ発ү༩݃Վනࣖ
ᶊଠਏஇ・༩利⽤

1.2. ಊڧࡠ 

ຌシステム͟利⽤ͺҐԾϔϧΤδΝਬও͢Ήͤɽ 
・*oogle &Krome ࠹
・Safari ࠹
࣭)irefo[ ࠹
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ϟρシュ農業ـেυータシステム͗ࡠ成・ഓ৶ͤΖ農業ـেυータҲལ

Ẽ㇟せ⣲ ༢ 㐣ཤ್ ணሗ್ ᖹᖺ್ 

ೖ平ـۋԻ ˈ 1980年1⽉1ೖʛೖ ೖʛ26ೖ先 2011年ʛ2020年 

ೖـ߶࠹Ի ˈ 1980年1⽉1ೖʛೖ ೖʛ26ೖ先 2011年ʛ2020年 

ೖ࠹ఁـԻ ˈ 1980年1⽉1ೖʛೖ ೖʛ26ೖ先 2011年ʛ2020年 

߳ਭྖ mm�Ga\ 1980年1⽉1ೖʛೖ ೖʛ26ೖ先 2011年ʛ2020年 

1mmҐ߳ਭ༙ໃ 1�༙�0�ໃ 1980年1⽉1ೖʛೖ ೖʛ9ೖ先 2011年ʛ2020年 

ೖলؔ࣎ K�Ga\ 1980年1⽉1ೖʛೖ ͵͢ 2011年ʛ2020年 

સళೖࣻྖ M-�m2�Ga\ 1980年1⽉1ೖʛೖ ͵͢ 2011年ʛ2020年 

Ծ͘ௗഀ๎ࣻྖ M-�m2�Ga\ 2008年1⽉1ೖʛೖ ೖʛ9ೖ先 ͵͢ 

ೖ平ۋ૮ଲౕ࣬ � 2008年1⽉1ೖʛೖ ೖʛ9ೖ先 ͵͢ 

ೖ平ۋ෫ଐ m�V 2008年1⽉1ೖʛೖ ೖʛ9ೖ先 ͵͢ 

ઉ cm 2008年10⽉1ೖʛೖ ೖʛ9ೖ先 ͵͢ 

ઉ૮ਭྖ mm 2008年10⽉1ೖʛೖ ೖʛ9ೖ先 ͵͢ 

ೖ߳ઉ૮ਭྖ mm�Ga\ 2008年10⽉1ೖʛೖ ೖʛ9ೖ先 ͵͢ 

༩ๅـԻ͖֮Δ͢͠ ˈ 2011年1⽉1ೖʛೖ ೖʛ26ೖ先 ͵͢ 
ࣇԻ༩ๅඬ६ยࠫۛـ

 েυʖνͶͯ͏ͱـΖͤ༼࢘ .1.3

ຌシステムͲͺ農研機構ʰϟρシュ農業ـেυータシステムʱ（KWWpV���amX.rG.Qaro.
go.jp�）͖Δखಚͪ͢ʰϟρシュ農業ـেυータʱΝ࢘⽤͢ͱいΉͤɽ 
 ͞υータͺɼೖ平ـۋԻ͵ʹҲൢద͵ـেགྷોͶՅ͓ɼߠஏනԻౕਬఈͶ͖ܿせ
͵いԾ͘ௗഀ๎ࣻྖΏ農業ࢬઅઉ֒Ͷく͖͖わΖઉ૮ਭྖ͵ʹɼ栽培管理⽀援
ๅࡠ成Ͷༀ⽴つ 14 ـেགྷો͖Δ͵Εɼخ६ஏҮϟρシュ（༁１Nmʹ１Nm）ΝୱҒ
ͳ͢ͱસ国Νད͢ͱいΉͤɽ1980 年（Ҳ෨ 2008 年）Ґ߳ࡑݳ 1 年ޛΉͲؔغͶつ
いͱ利⽤ՆͲɼؔغ͖͑ͬࡑݳΔ࠹ௗ 26 ೖ先ΉͲͶついͱͺ༩ๅͲͤɽـেགྷો
͑ͬɼೖ平ـۋԻɼೖـ߶࠹Իɼೖ࠹ఁـԻɼ߳ਭྖɼ1mm Ґ߳ਭ༙ໃɼೖল࣎
ؔɼસళೖࣻྖͶついͱͺɼ2011 年Ґ߳ೖพ平平年利⽤ՆͲͤɽ 
 ͞υータͺɼ࠹アϟξス観Ώϟλ਼༩ๅϠυル（MSM）*3Vɼસ਼ځ༩
ๅϠυル（*SM）*3Vɼҡళޫܱغվๅɼ１͖⽉༩ๅΪξンス͵ʹͶخͰいͱɼ
ౖ・ೖ༷ೖɼ年年࢟ɼٵೖΝঈくຘೖɼޗ 8  ͠ΗͱいΉͤɽߍͶࠔ࣎

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―　4　―



5 

ԋεητϞΝཤ༽ͤΖͶͺࢩക؇ཀྵࡁ ��

農研機構ͺɼ利⽤ΝڒՆͪ͢者ͶɼҐԾͶࣖͤ利⽤ড়݇Ͳ栽培管理⽀援システムໃঊ
利⽤ΝΌΉͤɽͪͫ͢ɼ栽培管理⽀援システムͺɼ農研機構͗研究開発業ແͪΌͶӣ
⽤͢ͱいΖ͵Ͳɼ研究ఴͶͮͱրरΏ機֨ैΝ⾏いɼ༹・機Ν変
くӣ⽤Νం͵ࠄฯगΏφϧϔルɼրଆͶͮͱɼ༩حΖ͞ͳ͍͗ΕΉͤɽΉͪɼ機ͤߍ
఼Ͳ栽培管理⽀援࣎ݳΝটଡ଼Ͳ͟利⽤くͫ͠いɽߴࣆΖ͞ͳ͍͗ΕΉͤɽ໖ͤࢯ
システムӣ⽤ؔغͺɼ2019 年 3 ⽉ 13 ೖΓΕɼ農研機構 4 غ中ௗܯغժश྅ 2021
年 3 ⽉ΉͲ༩ఈͲͤɽӣ⽤ؔغͺɼक़͢くͺԈௗՆ͍͗ΕΉͤɽ

１ɿ農研機構ͺɼـেๅΏͨΗΝ⽤ͪ͢栽培管理⽀援ๅ農業利⽤ͶؖৼΝ࣍つ
者Ͷɼ৻ࠬͶخͰ͘栽培管理⽀援システム利⽤ΝڒՆ͢Ήͤɽ 

̐ɿ栽培管理⽀援システム機Ν利⽤͢ͱಚͪๅΏυータɼ͢くͺͨΗΔΝ್࣏
Յ͢ͱࡠ成ͪ͢ๅٶ;υータΝɼӨ利దͲࢀ者ͶͤڛΖ͞ͳͺͲ͘ΉせΞɽ 

３ɿ利⽤者ͺɼ利⽤Ν中ͤࢯΖͳ͘ͶͺɼଐΏ͖ͶͨࢭΝ管理者ͶๅͤࠄΖ͞ͳͳ͢
Ήͤɽ 

̒ɿ利⽤者ͺɼ利⽤者 I' ͳϏスϭーχΝ॑ݭͶ管理ͤΖͳ͢ɼࢀ者開ࣖ͢͵い
Ͳくͫ͠いɽͪͫ͢ɼ利⽤者͖Δਅ͢ड़ͶΓͮͱɼୱҲࣆ業ॶ಼ɼർֳదঘو
ໝ͵ҕͲɼ͍ Δ͖ͣΌౌ਼ͪ͢໌ͶΓΖಋҲ I' ࢘⽤ΝΌΖ合͍͗ΕΉͤɽ 

̓ɿ利⽤者͗利⽤ড়݇ͶൕͤΖ⾏ҟΏқਦదͶๅഓ৶γーώーͶෝ՛Ν͖͜Ζ⾏ҟΝ
⾏ͮͪ合ɼౌๅْ͗ڑͪ͢合ɼ͍Ζいͺɼ栽培管理⽀援ๅӣ⽤・
ฯग管理චགྷͲ͍Ζ合ɼ૮ࣆ༟͍͗Ζͳ農研機構͗இͪ͢合ɼ利⽤者
ౌๅΝລভ͢ɼシステム利⽤中ࢯΝ⾏͑͞ͳ͗Ͳ͘Ζͳ͢Ήͤɽ 

̔ɿๅഓ৶γーώーӣ⽤য়ڱͶΓͮͱɼ利⽤者਼͗ݸචགྷͶ͵ͮͪ合ͺɼシ
ステムৄݗͳրྒྷɼ͍ΖいͺシステムͶؖͤΖアンίーφͶ͟ྙڢいͪͫ͜Ζ利
⽤者Ν༑先ͤΖͪΌɼͪ͵利⽤ౌݸΏシステム利⽤中ࢯΝٽΌΖ合͍͗
ΕΉͤɽ

2.2. ໖ߴࣆ 
農研機構ͺɼ利⽤者͗͞システム利⽤ͶΓͮͱਫ਼ͣͪ݃Վɼ͵Δ;Ͷɼ͞システ

ム͗利⽤Ͳ͘͵い͞ͳͶΓͮͱਫ਼ͣͪ݃ՎͶついͱɼҲΝෝいΉせΞɽ
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 ਕๅखΕѽ͏Ͷͯ͏ͱݺ .2.3
利⽤ਅ੧Ͷ͕いͱɼਅ੧者໌ࢱɼॶɼॶࡑஏΉͪͺेॶɼemail アχϪスɼ࿊ཙ先

ు൬ߺɼ利⽤దΝ͢ࡎىͱいͪͫ͘ΉͤɽΉͪɼҲ෨αンテンςΝঈいͱɼ栽培管
理⽀援システム利⽤Ͷͺɼϟρシュ農業ـেυータΝ࢘⽤ͤΖͪΌͶචགྷ͵าҤ
ๅͶつ⼈ݺ͜ๅΝシステムͲౌͤΖචགྷ͍͗ΕΉͤɽ͞ΗΔࡠɼౕܨ・ౕ
いͱͺɼҐԾϛϨシーͶخͰいͱखΕѽいΉͤɽಋқͲɼ利⽤ਅ੧͢ͱくͫ͠いɽ 

１ɿ農研機構͗फॄͪ͢ਅ੧者࿊ཙ先ๅͺɼਅ੧者ຌ⼈Ͷ࿊ཙΝͳΖదͶΊ࢘
⽤͢Ήͤɽ 

̐ɿ email アχϪスͺɼ࿊ཙ先Ͳ͍ΖͳͳͶɼ栽培管理⽀援システム利⽤者 I' ͳ
͢ͱ࢘⽤͢ΉͤɽΉͪɼබ֒༩αンテンςɼシステムๅαンテンς͗ email
ͶΓΖアϧーφ機Ν࣍つͶついͱͺɼ利⽤者અఈͶΓͮͱɼౌͪ͢ email
アχϪスͶࣙ動దͶアϧーφϟール͗ഓ৶͠ΗΉͤɽ

３ɿ 農研機構͗फॄͪ͢ਅ੧者ॶๅͺɼ業झ͵ʹͲྪܗԿͪ͢Ͳɼ֦ झๅࠄΏ
γーϑスրવࣁྋͳ͢ͱ࢘⽤͢Ήͤɽ

̒ɿ農研機構͗फॄͪ͢利⽤ϫήͺɼ利⽤者ݺ⼈͗ಝఈ͠Η͵いܙͲɼγーϑスրવ
 Ήͤɽ͢⽤࢘ྋͳ͢ͱࣁ

̓ɿ利⽤者͗システムͶౌͪ͢าҒๅ͕Γ;ࡠ͜ๅͶついͱͺɼଠ利
⽤者Ώࢀ者͖ΔݡΖ͞ͳͲ͘͵いϕϧϗーφ͵υータͳ͢ͱฯଚ͠ΗΉͤɽ 

2.4.  
栽培管理⽀援システムΝ利⽤ͤΖͶͺɼ༩ΌϟールアχϪスͳϏスϭーχΝౌͤΖච

གྷ͍͗ΕΉͤɽౌ͠ΗͪϟールアχϪスͺɼ利⽤者ࣟพͶ࢘⽤ͤΖΆ͖ɼϏスϭーχ
ΝΗͱ͢Ήͮͪ合ՀϏスϭーχ௪எ先ͳ͢ͱ࢘⽤͢Ήͤɽ 

ຌઇͲͺɼ利⽤者アΩΤンφΝਅ੧͢ɼϟールアχϪスΝౌͤΖघॳΝઈ͢Ήͤɽ 

ᶅ φρϕϘーζ͖ΔʰアΩΤンφਅ੧ʱΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ
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ᶆ アΩΤンφਅ੧ժͲɼϟールアχϪスͳ氏名Ν͟ىɼʰو利⽤登録希望」
ϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ後ほどシステムより登録先ϟールアドレスに送られ
てくるメールの指示に従って利用申請を行ってください。

※メールアドレスは、ユーザーID、仮パスワード発行の連絡先、お知らせメール配信先に使
用します。

メールアドレスを変更された場合、利用中止希望、その他のお問い合わせの場合は、栽培管
理支援システム事務局メールアドレス：MAgIS@ml.affrc.go.jp までご連絡ください。

栽培管理支援システム事務局住所・連絡先：〒305-8604 茨城県つくば市観⾳台 3-1-3 
農研機構 農業環境変動研究センター ԻஈԿనԢࡨϤニρφ 
ϟールアχϪスʁMAgIS＠ml.affrc.go.jp 

ᶇ 郵送されたਅ੧書Νण͜खͮͪ管理者͗ϟールアχϪスΝౌͤΖͳɼਅ੧者ͶՀϏスϭーχ

Ν͕எΔせͤΖుࢢϟール͗͘Ήͤɽ
ˠ管理者合ͶΓΕ 3 ೖఖౕ͖͖Ζ合͍͗ΕΉͤɽ

͞͞ΝέϨρέ 
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ᶈ ࠹ॵͺՀϏスϭーχͲϫήン͢ɼʨマϘーζʩͲ͕ΊϏスϭーχͶ変͢ߍͱ
くͫ͠いɽ 

2.5. ϜωϣΠϩනࣖ 
 ʨマϘーζʩˢʨマニュアルʩΝέϨρέͤΖͳɼพタϔͶマニュアル͗නࣖ͠
ΗΉͤɽ͍ΖいͺɼφρϕϘーζʰマニュアルͺͬ͞ΔΝ͟ལくͫ͠いʱʰͬ͞
ΔʱΝέϨρέ͢ͱɼマニュアル͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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�� ϫήϱ๏๑

ຌহͲͺɼࡁക؇ཀྵࢩԋεητϞࡠ๏法Νઈ͢Ήͤɽ 

3.1. 栽培管理支援システムًಊ 
:eE ϔϧΤδΝً動͢ͱԾىアχϪスΝྙ͢ɼࡁക؇ཀྵࢩԋεητϞϙームϘー

ζΝනࣖ͠せͱくͫ͠いɽ 

 /ԋεητϞϙームϘーζアχϪスʁhttps://agmis.naro.go.jpࢩക؇ཀྵࡁ

ʻʾࡁക؇ཀྵࢩԋシステムφρϕϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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3.2. ϫήϱ๏๑ 
ᶅ ʨϫήンʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ

ʻʾϫήンϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 

ᶆ ౌࡃϟールアχϪスͳՀϏスϭーχΝྙ͢ͱʨϫήンʩϚタンΝέϨρέ͢
ͱくͫ͠いɽ

ʻʾౌͪ͢ϟールアχϪスͲϫήン͢Ήͤɽ 
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ʰ֦झઅఈʱタϔͳʰマϘーζʱタϔช͗࣊പ৯Ͷ変わΕɼ֦Ϙーζય
Ң͗ՆͶ͵ΕΉͤɽ 

ᶇ ʨマϘーζʩˢʨϏスϭーχ変ߍʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

ʻʾϏスϭーχ変ߍϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶈ ͢いϏスϭーχΝྙ͢ͱʨౌʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

ʻʾϏスϭーχ͗変͠ߍΗΉͤɽ 

ᶉ 2 յҐ߳ϫήンͺɼࡠ成ͪ͢アΩΤンφ（ϟールアχϪス）ͳϏスϭーχΝ
ྙ͢ɼʨϫήンʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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3.3. ϫήΠΤφ๏๑ 
ᶅ ʨϫήアΤφʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 

ʻʾʰ:eE Ϙーζ͖ΔϟρセーζʱΤΡンχΤ͗開͘Ήͤɽ 
 

 
ᶆ ʨ2.ʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 

ʻʾϫήンժͶΕΉͤɽ 
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3.4. Ϥʖδʖๅรߍ 
Ϥーδーๅ編ॄΤΡンχΤͲͺʰニρέϋームʱͳʰॶࡑஏʱΝઅఈͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘

Ήͤɽ 
̏）ʰニρέϋームʱͺ֦ϘーζӊͶනࣖ͠ΗΉͤɽ਼アΩΤンφΝ࢘⽤ͤΖ

合ͶϫήンͶ࢘⽤͢ͱいΖアΩΤンφ͖͗ΕΏͤく͵ΕΉͤɽ 
̐）ʰॶࡑஏʱͺɼޛࠕɼஏҮΝݸఈܱͪ͢վๅڛͶ利⽤ͤΖ༩ఈͲͤɽ 
 
ᶅ ʨマϘーζʩˢʨϤーδーๅ変ߍʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾʰϤーδーๅ編ॄʱΤΡンχΤ͗開͘Ήͤɽ 
 
ᶆ ʰニρέϋームʱΝྙ͢ɼʰॶࡑஏʱΝમΞͲʨౌʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾҐͲʰニρέϋームʱͳʰॶࡑஏʱ͗ౌ͠ΗɼժӊͶʲΓ͑ͨ͞˕˕͠
Ξʳͳニρέϋーム͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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3.5. ϏηϭʖχΝΗͪΔ 
ᶅ ʨϫήンʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾϫήンϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ ʨϏスϭーχΝΗͪΔʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾʰϏスϭーχΝΗͪΔʱϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶇ ϟールアχϪスΝྙ͢ͱʨౌ࠸ʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾౌࡃΊϏスϭーχ͗ࡡঈ͠ΗɼՀϏスϭーχ͗ౌ͠ΗͱいΖϟールアχϪ
スͶ͘Ήͤɽ 

 
ᶈ ՀϏスϭーχΝ֮ͪ͢Δʰ֮ʱϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ+2ME ժͶΕΉͤɽ 
 
ᶉ ՀϏスϭーχͲϫήン͢ɼʨマϘーζʩˢʨϏスϭーχ変ߍʩͲਜ਼ࣞ͵Ϗスϭー

χΝౌ͢ͱくͫ͠いɽ 
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3.6. ϟʖϩΠχϪηΝร͏ͪ͢ߍͳ͘ͺ 
ᶅ ʨマϘーζʩˢʨϤーδーๅ変ߍʩʰͬ͞Δ͕問い合わせϓΧームʱΝέϨ

ρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾʰ問い合わせϓΧームʱΤΡンχΤ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ ͕問い合わせ಼༲ཟͶ͢いϟールアχϪスΝىいͪͫ͘ʨૻ৶ʩϚタンΝέϨ

ρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
ˠ͕໌ɼ༹͕ٮ I'ɼ͟࿊ཙ先ϟールアχϪスͺ変ߍགྷͲͤɽ 
ˠ管理者合ͶΓΕ 3 ೖఖౕ͖͖Ζ合͍͗ΕΉͤɽ 
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��� าౌͳࡠ͜ౌ 
4.1. าౌ 
ᶅ ʨ֦झઅఈʩˢʨาౌʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾาౌϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ マρϕΝθーム͢ͱౌͤΖาҒͲέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
ҤౕౕܨΝંىͤΖ͞ͳͲ͘Ήͤɽͨ合ͺɼྙͪ͢ޛͶʨஏਦʩϚタン
ΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 

ʻʾマρϕͶマーΩー͗නࣖ͠ΗɼテーϔルͶҤౕౕ͗ܨනࣖ͠ΗΉͤɽマーΩー
Ғ͗ͥΗͪ合ͺχϧρήアンχχϫρϕ਼͖Νྙ͢ͱҒΝरਜ਼͢ͱ
くͫ͠いɽ 

ˠౌޛɼʨஏਦʩϚタンͺ֦าθームϚタンͳ͢ͱ機͢Ήͤɽ 
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ᶇ ʰา໌ʱʰඍߡ（қ）ʱΝྙ͢ͱʨౌ಼༲Ν֮ఈʩϚタンΝέϨρέ͢ͱく
ͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾา͗ౌ͠ΗΉͤɽΉͫࡠ͗͜ౌ͠Ηͱい͵いͲマーΩー৯͗օ৯Ͷ
変わΕΉͤɽ 
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ᶈ ౌͪ͢าๅΝࡡঈͤΖͶͺɼࡡঈͤΖาҤౕౕܨӊʨࡡঈʩϚタン
ΝέϨρέ͢ͱʨౌ಼༲Ν֮ఈʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
ʨౌ಼༲Ν֮ఈʩϚタンΝέϨρέͤΖͶʨ変ߍͶͤʩϚタンΝέϨρέͤ
Ζͳࡡঈͪ͢าๅ͗ݫ௪Εනࣖ͠ΗΉͤɽ 
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 ͜ౌࡠ .4.2
4.2.1. ਭҶࡠ͜ౌ 
ᶅ ʨ֦झઅఈʩˢʨࡠ͜ౌʩˢʨਭҶʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾࡠ͜ౌϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ าຘͶࡠ͜ๅΝઅఈ͢ͱくͫ͠いɽ 
 ͜અఈʁ発ү༩Ͷචགྷ͵ๅΝઅఈ͢Ήͤɽࡠ
ͶଲԢͪ͢ೖ਼Ͳઅఈ͢ڱೖΝɼ発үয়ࢬ業ࣰࡠ業�発үઅఈʁ௧͵ʹ管理ࡠ
ΉͤɽʰアϧームʱοΥρέϚρέスΝοΥρέ☑ͤ Ζͳɼઅఈͪ͢管理ࡠ業Ν༩
ೖ � ೖ͖ΔೖΉͲؔʰาマρϕʱϘーζͲ௪எๅͳ͢ͱනࣖ͢Ήͤɽ 
 

 ͜અఈʁࡠ
અఈߴ ઈ ๏法 

ᶅา 
ౌࡃΊา͖Δɼࡠ͜ౌ
Ν⾏͑าΝમ͢Ήͤɽ 

χϫρϕξΤンϨスφ͖Δา
Νમ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶆࡠ͜ 

ಋҲาͲౌ͠Ηͪࡠ͜ๅ
Νܧ࣎దͶ管理ͤΖͪΌͶ࢘⽤
͢Ήͤɽ 
͢いࡠ͜ΝౌͤΖͳ͘ͺh 
 ʱΝમ͢ͱくͫ͠いɽو

χϫρϕξΤンϨスφ͖Δમ
͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶇ発ү༩ๅ 
発ү༩Ϡυル⽤ϏϧϟータΝ
અఈ͢Ήͤɽ 

ʨ品झ໌ʩʨ発ү༩Ϡυルʩ
ʨϏϧϟータʩʨझ�Ң৪ೖʩ
Νઅఈ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶈ発ү༩ 
ึਜ਼ๅ 

झ（）ͳҢ৪ɼҢ৪合
 'VI Νઅఈ͢ͱ発ү༩Νึਜ਼
͢Ήͤɽ 
ϏϧϟータͲh SI3 સ国൝ Νɦમ
ͪ͢合ͺමࢡʁகම͗ࣙ動దͶ
મ͠ΗΉͤɽ 

ϧζΨϚタンͲh झ（）ɦ
ΉͪͺʰҢ৪ʱΝમ͢ͱくͫ
͠いɽ 
Ң৪合ͺʨཁྺʩʨමࢡʩ
ʨ'VIʩいͥΗ͖ΝέϨρέ
͢ͱҢ৪࣎Ͷ֚ͤΖড়݇Ν
Ҳつમ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

ᶉϟϠ චགྷͶԢͣͱ࢘͟⽤くͫ͠いɽ  

 
１ߴࣆىʁࡠ͜ౌͲɼ਼Ϗϧϟータ͗મͲ͘Ζ品झͶついͱͺɼʰඬ६ʱΝ
મΞͲくͫ͠いɽʰSI3 સ国൝ʱϏϧϟータΝમͳɼシステムͲʰகමʱ͗ࣙ動ద
Ͷમ͠ΗΉͤ͗ɼࣰࡏͶͺ中ම・成මυータΝ⽤いͱ݀ఈ͢ͱいΖͪΌɼޛࠕɼகම
⽤ͶϏϧϟータΝͤΖ༩ఈͲͤɽΉͪɼʰSI3 સ国൝ʱϏϧϟータͺɼΉͫॉ͵
⽤わΗͱいΉせΞͲɼౕ͗྾Ζ合͍͗ΕΉͤɽ年ΉͲ栽培υータ͗利⾏͗ৄݗ
Ͳ͘Ζ合ͺɼʰ5.1.1.5. Ϡυルʱ機Ν࢘͟⽤いͪͫくͳౕ͗غଶͲ͘
ΉͤɽքಕͲ࢘͟⽤合ͺɼʰ発ү༩Ϡυルʱ͖Δʰ農研Ϡυルʱ͍Ζいͺʰ
農研Ϡυル（ೖࣻྖ࢘⽤）ʱΝમΞͲくͫ͠いɽ 

�

���
�

☑

�

'9,

6,3 '9,

 

�
̏

6,3

6,3

��������

�
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ᶅ 
ᶆ 

ᶇ

ᶈ 

ᶉ 
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 業�発үઅఈʁࡠ
અఈߴ ઈ ๏法 

ᶅアϧーム 
༩ೖ � ೖ͖ΔೖΉͲɼาマ
ρϕϘーζͲ௪எๅΝනࣖ͢Ήͤɽ
าマーΩーΝԭ৯Ͳනࣖ͢Ήͤɽ 

οΥρέϚρέスΝέϨρέ͢
ͱοΥρέ͗ͮͪয়ସͶ͢ͱ
くͫ͠いɽ 

ᶆࡠ業�発ү 
ʰீධනࣖʱϘーζΏʰาマρϕʱ
ϘーζͲՁࡠ業༩ೖ͖Νනࣖͤ
ΖͪΌͶ࢘⽤͢Ήͤɽ 

テΫスφϚρέスͶى͢ͱく
ͫ͠いɽχϧρήアンχχϫρ
ϕͲด;͓ՆͲͤɽ 

ᶇغ࣎ 
ਫ਼үステーζΝخ६Ͷ༩ೖΝઅఈ͢
Ήͤɽ 

ʨਫ਼үステーζʩͳʨೖ͖Δ
ೖ਼ʩΝઅఈ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶈࡠ業௧Յ ༩ೖΝ௧Յ͢Ήͤɽ 
ʨࡠ業௧ՅʩϚタンΝέϨρ
έ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶉࡡঈ ༩ೖΝࡡঈ͢Ήͤɽ 
ʨࡡঈʩϚタンΝέϨρέ͢ͱ
くͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᶅ ᶆ ᶇ ᶈ ᶉ 
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ᶇ ʨरਜ਼಼༲Ν֮ఈʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾʰ:eE Ϙーζ͖ΔϟρセーζʱΤΡンχΤ͗開͘Ήͤɽ 
 

ᶈ ʨ2.ʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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4.2.2. ঘശࡠ͜ౌ 
ᶅ ʨ֦झઅఈʩˢʨࡠ͜ౌʩˢʨঘശʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾࡠ͜ౌϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ าຘͶࡠ͜ๅΝઅఈ͢ͱくͫ͠いɽ 
 ͜ๅઅఈʁ発ү༩Ͷචགྷ͵ๅΝઅఈ͢Ήͤɽࡠ
༩ๅઅఈ ʁ発үয়ڱΏࢬ業༩ఈ͵ʹ༩Ν⾏͑ೖΝઅఈ͢Ήͤɽ 

 

 ͜ๅઅఈʁࡠ
અఈߴ ઈ ๏法 

ᶅา 
ౌࡃΊา͖Δɼࡠ͜ౌΝ
⾏͑าΝમ͢Ήͤɽ 

χϫρϕξΤンϨスφ͖Δา
Νમ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶆࡠ͜ 

ಋҲาͲౌ͠Ηͪࡠ͜ๅ
Νܧ࣎దͶ管理ͤΖͪΌͶ࢘⽤
͢Ήͤɽ 
͢いࡠ͜ΝౌͤΖͳ͘ͺʰ
 ʱΝમ͢ͱくͫ͠いɽو

χϫρϕξΤンϨスφ͖Δમ
͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶇ発ү༩ๅ 
発ү༩Ϡυル⽤ϏϧϟータΝ
અఈ͢Ήͤɽ 

ʨ品झ໌ʩʨ発ү༩Ϡυルʩ
ʨझೖʩʨ༧ઉೖʩΝઅఈ͢
ͱくͫ͠いɽ 

ᶈϟϠ චགྷͶԢͣͱ࢘͟⽤くͫ͠いɽ  
քಕ農研発үࣞࢋܯΝમͪ͢合Ίྙժ͗ݳΗΉͤɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᶅ

ᶇ 

ᶆ

ᶈ 
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༩ๅઅఈʁ 
અఈߴ ઈ ๏法 

ᶅࡠ業�発ү 
ʰீධනࣖʱϘーζΏʰาマρϕʱ
ϘーζͲՁࡠ業༩ೖ͖Νනࣖͤ
ΖͪΌͶ࢘⽤͢Ήͤɽ 

テΫスφϚρέスͶى͢ͱく
ͫ͠いɽχϧρήアンχχϫρ
ϕͲด;͓ՆͲͤɽ 

ᶆغ࣎ 
ਫ਼үステーζΝخ६Ͷ༩ೖΝઅఈ͢
Ήͤɽ 

ʨਫ਼үステーζʩͳʨೖ͖Δ
ೖ਼ʩΝઅఈ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶇࡠ業௧Յ ༩ೖΝ௧Յ͢Ήͤɽ 
ʨࡠ業௧ՅʩϚタンΝέϨρ
έ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶈ⾏ࡡঈ 
業௧Յ@Ν⾏ͮͪ⾏Ͷනࣖ͠ΗΉࡠ<
ͤɽ௧Յͪ͢ࡠ業�発үΝࡡঈͤΖͪΌ
Ͷ࢘⽤͢Ήͤɽ 

ভͪ͢いࡠ業�発үԥʨ⾏ࡡ
ঈʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ
͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᶅ ᶆ ᶇ ᶈ 

―　29　―



 

30 
 

ᶇ ʨरਜ਼಼༲Ν֮ఈʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾʰ:eE Ϙーζ͖ΔϟρセーζʱΤΡンχΤ͗開͘Ήͤɽ 
 

ᶈ ʨ2.ʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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4.2.3. ಀࡠ͜ౌ 
 ͜ౌࡠ .4.2.3.1
ᶅ ʨ֦झઅఈʩˢʨࡠ͜ౌʩˢʨ⼤ಀʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾࡠ͜ౌϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ าຘͶࡠ͜ๅΝઅఈ͢ͱくͫ͠いɽ 
 ͜ๅઅఈʁ発ү༩Ͷචགྷ͵ๅΝઅఈ͢Ήͤɽࡠ
༩ๅઅఈ ʁ発үয়ڱΏࢬ業༩ఈ͵ʹ༩Ν⾏͑ೖΝઅఈ͢Ήͤɽ 

 

 ͜ๅઅఈʁࡠ
અఈߴ ઈ ๏法 

ᶅา 
ౌࡃΊา͖Δɼࡠ͜ౌ
Ν⾏͑าΝમ͢Ήͤɽ 

χϫρϕξΤンϨスφ͖Δา
Νમ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶆࡠ͜ 

ಋҲาͲౌ͠Ηͪࡠ͜ๅ
Νܧ࣎దͶ管理ͤΖͪΌͶ࢘⽤
͢Ήͤɽ 
͢いࡠ͜ΝౌͤΖͳ͘ͺh 
 ʱΝમ͢ͱくͫ͠いɽو

χϫρϕξΤンϨスφ͖Δમ
͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶇ発ү༩ๅ 
発ү༩Ϡυル⽤ϏϧϟータΝ
અఈ͢Ήͤɽ 

ʨ品झ໌ʩʨ発ү༩Ϡυルʩ
ʨझೖʩΝઅఈ͢ͱくͫ͠
いɽ 

ᶈϟϠ චགྷͶԢͣͱ࢘͟⽤くͫ͠いɽ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᶅ 

ᶇ 

ᶆ

ᶈ 
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༩ๅઅఈʁ 

અఈߴ ઈ ๏法 

ᶅࡠ業�発ү 
ʰீධනࣖʱϘーζΏʰาマρϕʱ
ϘーζͲՁࡠ業༩ೖ͖Νනࣖ
ͤΖͪΌͶ࢘⽤͢Ήͤɽ 

テΫスφϚρέスͶى͢ͱ
くͫ͠いɽχϧρήアンχχϫ
ρϕͲด;͓ՆͲͤɽ 

ᶆغ࣎ 
ਫ਼үステーζΝخ६Ͷ༩ೖΝઅఈ
͢Ήͤɽ 

ʨਫ਼үステーζʩͳʨೖ͖Δ
ೖ਼ʩΝઅఈ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶇࡠ業௧Յ ༩ೖΝ௧Յ͢Ήͤɽ 
ʨࡠ業௧ՅʩϚタンΝέϨρ
έ͢ͱくͫ͠いɽ 

ᶈ⾏ࡡঈ 
業௧Յ@Ν⾏ͮͪ⾏Ͷනࣖ͠Ηࡠ<
Ήͤɽ௧Յͪ͢ࡠ業�発үΝࡡঈͤΖ
ͪΌͶ࢘⽤͢Ήͤɽ 

ভͪ͢いࡠ業�発үԥʨ⾏
ঈʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくࡡ
ͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᶅ ᶆ ᶇ ᶈ 
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ᶇ ʨरਜ਼಼༲Ν֮ఈʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾʰ:eE Ϙーζ͖ΔϟρセーζʱΤΡンχΤ͗開͘Ήͤɽ 
 

 
ᶈ ʨ2.ʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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4.2.3.2. ඬ६үೖ 
 ͞͞Ͳࣖ͠ΗΖඬ६発үೖͳͺɼգڊ �� 年ـেυータͳ発ү༩ϠυルͶΓΕࢋ
ड़͠Ηͪ発үステーζ༩݃ՎͲͤ（ː発үステーζఈٝͺ>+2ME@ˢ>αンテンς@
ˢ>⼤ಀ栽培⽀援ๅʷ発ү༩@αンテンς়ղชΝࢂল͢ͱくͫ͠い）ɽમͪ͢ஏ
఼͕Γ;品झͶ͕いͱɼझೖ͗変Կͪ͢合Ͷ֦発үステーζ͗ʹΓ͑Ͷ変ԿͤΖ͖
Νࣖ͢ͱいΉͤɽ品झΏझغࡨఈߡࢂๅͳ͢ͱ͟利⽤くͫ͠いɽ 
ᶅ ʨඬ६発үೖʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ʻʾʰඬ६発үೖʱήϧϓ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ʨ品झʩΝΕ͓Ζͳમͪ͢品झඬ६発үೖήϧϓ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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 ԋๅࢩക؇ཀྵࡁ ��

5.1. ਭҶࡁക؇ཀྵࢩԋๅ 
͜ౌͪ͢ࡠΝ利⽤͢ͱɼ（ๅ̐ߡࢂๅ１ɼߡࢂ）েυータͳ発ү༩Ϡυルـ

品झɼࡑݳ発үステーζਬఈΏɼ༰ุܙ成غɼड़ุغɼ成ज़غ༩Ν⾏͑機Ͳ
ͤɽਭҶ発ү༩݃Վනࣖɼึਜ਼๏法Νઈ͢Ήͤɽ 
 
１ߴࣆىʁࡠ͜ౌͲɼ਼Ϗϧϟータ͗મͲ͘Ζ品झͶついͱͺɼʰඬ६ʱΝ
મΞͲくͫ͠いɽʰSI3 સ国൝ʱϏϧϟータͺɼଡ਼品झͶついͱౌ͠ΗͱいΉͤ
͗ɼΉͫॉ͵͗ৄݗ⾏わΗͱいΉせΞͲɼౕ͗྾Ζ合͍͗ΕΉͤɽͨ合ɼ
年ΉͲ栽培υータ͗利⽤Ͳ͘Ζ合ͺɼʰ5.1.1.5. Ϡυルʱ機Ν࢘͟⽤いͪͫ
くͳౕ͗غଶͲ͘ΉͤɽքಕͲ࢘͟⽤合ͺɼʰ発ү༩Ϡυルʱ͖Δʰ
農研Ϡυルʱ͍Ζいͺʰ農研Ϡυル（ೖࣻྖ࢘⽤）ʱΝમΞͲくͫ͠いɽ 
̐ߴࣆىʁ͞͞Ͳ༰ุܙ成غ༩ͺɼ༰ุௗ༁ 1mm غ࣎ͳ͢ͱいΉͤɽએཁ県
Ͳ栽培ͪ͢αシϐΩϨ༰ุܙ成غυータ͖Δࡠ成ͪ͢خ६ͶخͰいͱいΉͤͲɼଠ
ஏҮΏଠ品झͲͺɼ༰ุܙ成ͥ͗غΗΖՆ͍͗ΕΉͤͲɼ͟қくͫ͠いɽ 
 
5.1.1. ү༩ 

ਭҶ発ү༩݃Վනࣖɼึਜ਼๏法Νઈ͢Ήͤɽ 
 
5.1.1.1. ீධනࣖ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨਭҶʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ᶆ ʰาʱχϫρϕξΤンϨスφͳʰࡠ͜ʱχϫρϕξΤンϨスφͲනࣖͤΖาʙ
 ͜Νમ͢ͱくͫ͠いɽࡠ

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ༩ೖ͗නࣖ͠ΗΉͤɽʰϠυルʱタϔͲࣰࡏड़ุغɼ成ज़غΝྙ
ͪ͢合ͺɼྙͪ͢ೖනࣖ͠ΗΉͤɽ 

 
 കྻࡁ .5.1.1.2
ᶅ ʨ栽培ྻʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 

ʻʾౌࡃΊࡠ͜発ү༩͗Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ͢ʨࡩݗʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠ͜発ү༩ͫ͗͜නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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5.1.1.3. Ҳལනࣖ 
ᶅ ʨҲལනࣖʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 

ʻʾౌࡃΊࡠ͜発ү༩͗Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ͢ʨࡩݗʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠ͜発ү༩ͫ͗͜නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ฯଚʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ SXiWoXB+aWVXiNX.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
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5.1.1.4. าϜρϕනࣖ 
ᶅ ʨาマρϕʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 

ʻʾาマρϕϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
マーΩー৯ͺステータスͶΓΕ変Կ͢Ήͤɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.1.1.5. Ϡυϩ 
ᶅ ʨϠυルʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 

ʻʾϠυルϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ ϠυルΝ⾏͑าΝમ͢ͱくͫ͠いɽ 
ᶇ าͶౌ͠ΗͱいΖࡠ͜Νમ͢ɼࣰࡏड़ุغɼࣰࡏ成ज़غΝྙ͢ͱくͫ

͠いɽʹͬΔ͖Ҳ๏Ͳ݃構Ͳͤɽ 
ᶈ ਼年ࣰࡏೖΝྙͤΖ合ͺʨࡠΝ௧ՅʩΝέϨρέ͢ͱཟΝଁΏ͢ͱく

ͫ͠いɽཟΝݰΔͤͶͺʨࡡঈʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
ᶉ ʨϠυルΝʩΝέϨρέͤΖͳϠυルΝࣰ⾏͢Ήͤɽ 
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ʻʾϠυルϠυル͗शわΖͳ͠ࢋܯ࠸Ηͪ༩ड़ุغɼ༩成ज़͗غනࣖ͠ΗΉͤɽ
ଠϘーζ݃ՎͶൕӫ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶊ ʨϨセρφʩΝέϨρέͤΖͳϠυル݃ՎΝഃ͢ؼɼ͵͢ϠυルͲ༩ड़

 ΉͤɽଠϘーζ݃ՎͶൕӫ͠ΗΉͤɽ͢ࢋܯ࠸Νغɼ༩成ज़غุ
 
ʴߡࢂๅʵ 
１ɿຉߒ・中川博視ʤ1990ʥϋ発үգఖϠυルԿͳ༩ͶؖͤΖ研究ɿ 1 ๅ Ϡ
υルخຌ構ଆͳϏϧϟータਬఈ法͕Γ;ड़ุ༩న⽤ɿ ೖຌࡠָճࣆن 59� 
68�-695ɿ 
̐ɿ中川博視・ຉߒʤ1995ʥϋ発үգఖϠυルԿͳ༩ͶؖͤΖ研究. ̐ๅ༰
ุԿ・発ୣգఖـেద༩Ϡυル. ೖຌࡠָճࣆن 64� 33-42. 

ᶆ 

ᶈ ᶈ 

ᶉ 

ᶇ 

ᶊ
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5.1.2 ߶Իౌज़্֒ଲࡨ ʛ௧ਏஇʛ 
͞αンテンςͲͺɼ͞ΗΉͲ研究ͲಚͪஎݡΝ⽤͢ͱɼาҒͳ品झɼҢ৪

ೖ͖Δ༩ͪ͢ड़ุೖ͕Γ;ड़ุޛـԻ（1Nm ϟρシュ農業ـেυータΝ利⽤͢Ήͤ）
ͳɼุ࣎ཁ৯ๅΝྙͤΖ͞ͳͲɼ߶Իౌज़環境ԾͶ͕͜Ζ品࣯අ֒ܲݰͶްՎ
ద͵௧ྖΝࢋड़͢Ήͤɽ 

 
߶Իౌज़্֒ଲࡨʛ௧ਏஇʛͶͺਏஇՆ͍͗ؔغΕΉͤ（ड़ุ 5ʛ20 ೖ）ɽ͞

ؔͶཁྚો͖ܯཁ৯൚Ͳཁ৯ࠬΝ⾏ͮͱくͫ͠いɽ 
 
 
5.1.2.1. ௧ਏஇ 
ᶅ ʨ߶Իౌज़্֒ଲࡨʛ௧ਏஇʛʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
  

ᶅ 
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ᶆ ਏஇΝ⾏͑ʰาʱͳʰࡠ͜ʱΝમ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
ᶇ υϓΧルφड़ุغͺʰ発ү༩ʱ発үࣞࢋܯͶΓΖ༩ೖͲͤɽ 

ड़ุغΝଠ⽉ೖͶ͢ͱਏஇͤΖ合ͺh 発үࣞࢋܯͶΓΔͥͶಢࣙ༩ͲྙͤΖʱ
οΥρέϚρέスΝ☑Ͷ͢ͱ⽉ೖΝྙ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
ᶈ ཁ৯ࠬೖΝྙ͢ɼཁ৯ࠬ͗ਏஇՆೖͶ⾏わΗͱいΖ͞ͳΝ֮͢ͱくͫ͠いɽ 

ʻʾड़ุغΉͲೖ਼͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶉ ʨS3A' ʩΉͪͺʨཁ৯൚ʩΝέϨρέ͢ͱܯΝྙ͢ͱくͫ͠いɽ 

ʻʾཁ৯൚ͶܯΝΗΖͳ S3A' Ͷࢋ͗ΕΉͤɽ 
 
ᶊ ௧ࡒࣁોི༙ʤˍʥΝྙ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
ᶋ ʨਏஇʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ʻʾਏஇ݃Վ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ᶆ 

ᶇ 

ᶈ 
ᶉ 
ᶊ 

ᶋ 
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5.1.2.2. Ҳལනࣖ 
ᶅ ʨҲལනࣖʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾસาɼસࡠ݃͜ࢋܯՎ͗Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ ߞΕࠒΊড়݇Νમ͢ͱʨͤࡩݗΖʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 

ʻʾ݃ࡩݗՎ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ฯଚʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ SaiWeNiB&KiVVoBSKiQGaQ.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
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5.1.2.3. าϜρϕ 
ᶅ ʨาマρϕʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾา௧ఈステータス͗マρϕͶනࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ʴߡࢂๅʵ 
１ɿਁ⽥ෆʤ2011ʥ߶Ի্֒ͳଲࡨɿ農ชڢ 
̐ɿਁ⽥ෆ・ٸষҲ・中野༺・⽥博࢛・Ӎ๏・⽥中ྒྷʤ2015ʥ߶ԻͶΓΖخ෨າ
ज़ཽ発ਫ਼ΝܲͤݰΖh ௧法ܗেଲԢـ ɦ࠹న௧ྖ݀ఈघ法ɿೖຌࡠָճ 239
յߪԍճߪԍགྷॄࢭ 145ɿ 
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5.1.3. ಓׄΗΝյඈͤΖफ֯నغਏஇ 
ड़ุޛغـԻͶΓΖफ֯నغਏஇ（ड़ุޛ 15 ೖҐ߳）ͳɼـԻͳౌज़غޛཁ৯

Ν⽤いͪफ֯నغਏஇ 2 झྪ͗મՆͲͤɽ 
 
 
5.1.3.1. నغਏஇ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨਭҶʩˢʨफ֯నغਏஇʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾफ֯నغਏஇϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 

ᶆ ʰาʱͳʰࡠ͜ʱΝમ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ˠ࣏ϟρセーζ͗නࣖ͠Η͵い合ͺᶈͶΞͲくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᶇ ʰาʱΝમͪ͢ࡏɼىϟρセーζ͗නࣖ͠Ηͪ合ͺʨ2.ʩΝέϨρέ͢ͱ

ΤΡンχΤΝถͣͪޛɼʰࡠ͜ʱӊଈʨ௧ՅʩΝέϨρέ͢ɼʰࡠ͜ౌʱ
ժͲʨरਜ਼಼༲Ν֮ఈʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽʰౌ྅ʱΤΡンχΤ͗නࣖ
͠ΗͪΔʨ2.ʩΝέϨρέ͢ɼ͑ҲౕᶅͳᶆघॳΝ⾏ͮͱくͫ͠いɽ 
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ᶈ ࢋܯͶ࢘⽤ͤΖड़ุغΝમ͢ΉͤɽυϓΧルφͺʰड़ุغ（༩）ʱͲͤɽ 

ʰ発үࣞࢋܯͶΓΔͥͶಢࣙ༩ͲྙͤΖʱͶοΥρέΝΗͱ⽉ೖΝྙ
ͤΖͳɼྙͪ͢⽉ೖΝड़ุغͳ͢ͱਏஇ͢Ήͤɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―　52　―



 

53 
 

ᶉ ௪年फ֯నغ（ड़ุޛـࢋԻɼ̍ ）Νྙ͢ΉͤɽυϓΧルφͺh 1000 Ͳɦͤɽ 

 
ᶊ ཁ৯Ν⽤いͱਏஇͤΖ合ͺοΥρέϚρέスͶοΥρέΝΗɼࢨఈؔغͶܯ

ͪ͢ S3A' Νྙ͢ͱくͫ͠いɽ 
ˠـԻΊͲਏஇͤΖ合ͺᶊघॳͺགྷͲͤɽ 

 
ᶋ ʨਏஇʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ʻʾਏஇ྅ϟρセーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶌ ʨ2.ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
ʻʾਏஇ݃Վ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 

 
１ߴࣆىʁౌ ज़͗ؔغ߶ԻͲܨգͪ͢合ɼफ֯నغͺ௪年ΓΕ 50ˈくਏஇ͢Ήͤɽ
फ֯ͺͲ͘Ζͫ͜फ֯నغͶۛいغ࣎Ͷ⾏いΉ͢Β͑ɽΉͪɼʰಓׄΗյඈͪΌफ֯
൫ݸʱ͗ஙいྻೖͶ͵Ζ合Ͷͺʰड़ุޛـࢋԻ 1200 ౕ౺ୣೖʱ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ⼤
ͶנஙΗΖͳಓׄΗҐགྷҾͲ品࣯ఁԾΝড͘ΏͤいͲɼஙくͳʰड़ุޛـࢋ
Ի 1200 ౕ౺ୣೖʱΉͲͶͺफ֯Νश͓ΖΓ͑ͶΌΉ͢Β͑ɽ 
ߴࣆى 2ʁਏஇ⽤Ϗϧϟータ͗າඍ品झͶついͱͺɼߡࢂͳ͢ͱಋغ࣎Ͷड़ุͪ͢
ʰαシϐΩϨʱ合ਏஇ݃ՎΝනࣖ͢Ήͤɽ௪क⾷⽤品झͲ͍ΗばߡࢂͶͤΖ͞
ͳ͗Ͳ͘Ήͤ͗ɼठธΏ業ແ⽤ธ品झͲͺన合͢͵い合͍͗ΕΉͤͲɼ佇ज़৯
ΝߡࢂͶफ֯Νࣰ͢ࢬͱくͫ͠いɽ 
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5.1.3.2. Ҳལනࣖ 
ᶅ ʨҲལනࣖʩタϔˢʨͤࡩݗΖʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ʻʾસาɼસࡠ݃͜ࢋܯՎ͗Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 

 
 
ᶆ ߞΕࠒΊড়݇Νમ͢ͱʨͤࡩݗΖʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ʻʾ݃ࡩݗՎ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ฯଚʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ SKXNaNXBTeNiNiBSKiQGaQ.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
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5.1.3.3. าϜρϕ 
ᶅ ʨาマρϕʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
 

ʻʾנΕखΕనغਏஇ݃Վ͗マρϕͶනࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ʰझʙҢ৪年ʱΝમ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
ʻʾࢨఈ͠Ηͪড়݇ਏஇ݃Վ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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5.1.4. Ң৪నغਏஇ 
Ң৪నغਏஇαンテンςͺɼգڊ 30 年ؔـেυータͳ発үステーζ༩ϠυルΝ࢘

⽤͢ͱɼड़ุޛ 20 ೖؔ平ـۋԻ͗ɼ߶ԻͶૼ۲ͤΖི֮͗અఈҐԾͶ͵ΖҢ৪ݸ
ೖͳɼवྮͶΓΖౌज़ྒྷΝյඈͤΖͪΌҢ৪൫ݸೖΝනࣖ͢ɼҢ৪ͶనͤΖؔغ
ҕΝනࣖ͢Ήͤɽ 

Ң৪నغਏஇ利⽤๏法Νઈ͢Ήͤɽ 
 
 
5.1.4.1. Ң৪ਏஇ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨਭҶʩˢʨҢ৪నغਏஇʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾҢ৪నغਏஇϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ʰาʱͳʰ品झʱΝમ͢ͱくͫ͠いɽ 
ˠـেॄؔغܯͺݽఈͲͤɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᶇ Ң৪࣎මয়ସɼҢ৪ؔغɼ߶Իড়݇ɼ߶Իૼ۲ི֮ɼ҈સ成ज़غ൫ـݸԻɼड़ุ

 ԻౕΝઅఈ͢ͱくͫ͠いɽࢋͶགྷͤΖغΔౌज़͖غ
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ᶈ ʨਏஇʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾਏஇ݃ՎɼʰҢ৪ݸೖʱʰҢ৪൫ݸೖʱʰ߶Իૼ۲ི֮ήϧϓʱ͗නࣖ͠Η
Ήͤɽ 
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5.1.4.2. Ҳལනࣖ 
ᶅ ʨҲལනࣖʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

ʻʾસาɼસࡠ品झ݃ࢋܯՎ͗Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ߞΕࠒΊড়݇Νમ͢ͱʨͤࡩݗΖʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 

 
ʻʾ݃ࡩݗՎ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ฯଚʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ IVKoNXBTeNiNiBSKiQGaQ.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
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 �͜ஏྮצ�ԋࢩોྖஇخ .5.1.5
Ν利⽤͢ͱౖৗਭয়ସΝਬఈͤΖͳ（ๅ１ߡࢂ）Ϡυル਼ࢨেυータͳ先⾏߳ӏـ

ͳͶɼਫ਼産སྼΝ利⽤͢ͱาોཌౕΝਬఈ͢（ߡࢂๅ̐）ɼްౖףՎͶخͰ
くخોྖஇ⽀援Ν⾏͑（ߡࢂๅ３）ɼքಕݸఈ機Ͳͤɽخોྖ
இ⽀援（ྮצஏ͜）࢘い๏Νઈ͢Ήͤɽ 
 

5.1.5.1. ਏஇ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨਭҶʩˢʨخોྖஇ⽀援ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠

いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾخોྖஇ⽀援（ྮצஏ͜）Ϙーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ʰา�Ҥ 39.3333 ౕҐ�ʱΝϕルξΤンϟニュー͖Δમͪ͢ޛɼʰਫ਼産སྼʱ

（ݲธफྖɼപธタンϏέི࣯༙ɼخોྖ̑ߴɼྲྀͪ͢合ͺعఈ
͗న⽤͠ΗΉͤ）ͳʰਭ༩ఈೖʱΝྙ͢ɼʨਏஇʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾਏஇ݃Վ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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 Վਏஇްౖף .5.1.5.2
ᶅ ʨްౖףՎਏஇʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 

ʻʾ先⾏߳ӏ਼ࢨͶΓΖౖৗਭয়ସܧ࣎ήϧϓ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 

ᶆ พาɼ年ήϧϓΝනࣖͤΖ合ͺɼʨਏஇʩタϔͶͮͱɼਏஇΝΏ
Ε͢ͱ͖ΔʨްౖףՎਏஇʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ʴߡࢂๅʵ 
１ɿҬΔʤ2016ʥްౖףՎՃͪΌౖৗਭࢨඬ A3I ͳਭ೦਼ܐؖܐɿೖຌ農
業ـেָճ 2016 年સ国⼤ճߪԍགྷ90 ࢭ� 
̐ɿքಕ⽴川農業ݩࢾΆ͖ʤ2006ʥਫ਼産ๅͶخͰくਭҶ成ज़غોٷफྖਬఈ
ͳࢬઅܯԢ⽤ɿքಕ⽴総合研究機構 農業研究ຌ෨ 研究成Վ
KWWp���ZZZ.Kro.or.jp�liVW�agricXlWXral�ceQWer�NeQN\XVeiNa�gai\oVKo�K18gai\o�f3�2006306.pGf 
３ɿքಕ農෨ʤ2015ʥ ްౖףՎͶଲԢͪ͢ોݰྖɿh քಕࢬΪχ 2015 ɿɦ
26ɿ  
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5.1.6. ྮ֒Ϩηέͳ௧Ն൳ఈ 
 քಕਭҶࡠΝଲেͳͪ͢ɼྮ֒ϨスέՃ（ਭ管理இ⽀援）ͳɼࢬΝͳ
ͪ͢ો௧Ն൳ఈ࢘い๏ઈΝ͢Ήͤɽ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨਭҶʩˢʨྮ֒Ϩスέͳ௧Ն൳ఈʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠

いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾྮ֒Ϩスέͳ௧Ն൳ఈϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ ʰา�Ҥ 39.3333 ౕҐ�ʱͳʰࡠ֕͜གྷʱΝમ͢ͱくͫ͠いɽ 
 ˠҤ 39.3333 ౕҐೈาͺࢋܯͲ͘ΉせΞɽ 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
ʻʾೖ平ـۋԻɼྮ֒غݧثɼ開غ͵ʹΝࣖͤήϧϓ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 

 ʻʾ発ү༩͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 ʻʾܱվๅɼ༩͠ΗΖఁԻົఖౕɼ௧Ն൳ఈ݃Վ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 ๅʵΝචͥ͟Ҳಣくͫ͠いɽߡࢂʴޛΉ͢ͱͺɼ̐Ϙーζ͢ࡏͶ⽤࢘ 

Ⓩ㘓ྡ 
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ʻʾೖ平ـۋԻɼೖ平ـۋԻ平年ɼ
ඬਭͨΗͩΗήϧϓΝέ
ϨρέͤΖͳɼͨ ϛンφ（ೖ）
਼͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ʴߡࢂๅʵ 
１ɿʰ༩͠ΗΖఁԻົఖౕʱͳົิ合ଲԢͺҐԾ௪ΕͲͤɽ 

   
  
̐ɿົิ合༩ౕΝࣖͤʰݡಂི͢ʱͳʰ৾ۯΕིʱͺɼົิ合 10�ɼ20�

ͶついͱҐԾ௪ΕͲͤɽ 

 
  h ಂི͢ݡ ʁɦࣰࡏͶͺ͍Ζᮤ（ྭ͓ば 10ˍ）Ґົ͗発ਫ਼ͪ͢ͶؖわΔͥɼ

ົิ合ਬఈ͗ 10ˍΝԾյΕɼົ発ਫ਼Νʰݡಂ͢ʱ͢ͱ͢Ήི͑ɽ 
 ʰ৾ۯΕིʱʁົิ合༩Ͳɼྭ͓ば 10ˍҐົ͗発ਫ਼ͤΖͳ༩ͪ͢Ͷؖ

わΔͥɼࣰࡏͺ 10ˍΝԾյΕɼົ発ਫ਼༩͗ʰ৾ۯΕʱ͢ͱ͢Ήི͑ɽ 
  ͵͕ɼʰ༩͠ΗΖఁԻົఖౕʱ͗ʰ平年ดΊʱͲ͍ͮͱɼࠫޣΝΞͫ༩

Ͳ͍Εɼਭ管理͗གྷͲ͍Ζ͞ͳΝқັ͢ΉせΞɽخຌ技術Ͳ͍Ζਭ管理ͺྯ
⾏͠ΗΉͤɽ 

  
３ɿ௧Ն൳ఈخ६ͺҐԾ௪ΕͲͤɽࢬରخ）ܧ 90ʛ80ˍʶ௧ 10ʛ20ˍ）

Νͳ͢ɼఈغ࣎ͺ༰ุܙ成غɼ௧غ࣎ͺ༰ุܙ成͖غΔ 1 ुؔҐ಼ͳ͢Ήͤɽ
ड़ุೖͳົิ合ͺϠυル・シϝュϪーシϥンͶΓΖ༩Ͳɼड़ุ൫ݸͺ平年ड़ุ
ޛ 40 ೖؔೖ平ـۋԻࢋ �86ˈҐೖͳ͢ͱ͢ࢋܯͱいΉͤɽ 

 
  

＜１０ ＞＝１０
＜＝　－３ 可 不可
＞　－３ 不可 不可

不稔歩合（％）

［出穂－出穂晩限］（日）

生育指標
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5.1.�. ޅබਫ਼༩ 
ޅබ発ਫ਼༩࢘⽤๏法Νઈ͢Ήͤɽ 

 
5.1.�.1. ਫ਼༩ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨਭҶʩˢʨޅබ発ਫ਼༩ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʻʾޅබ発ਫ਼༩Ϙーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ʰาʱɼʰࡠ͜ʱɼʰϠυルમʱΝમ͢ɼʰౖৗۗྖ（ˍ）ʱΝྙ͢ͱʨܯ
הʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽౖৗۗྖͶͺɼ年（͢くͺۛ年）発ਫ਼ྖ（発බࢋ
ི）Νྙ͢ͱくͫ͠いɽ 
4 ⽉ʛ5 ⽉Ң৪合ͺ � ⽉ 1 ೖ͖Δ 9 ⽉ 15 ೖΉͲ༩ࢋܯΝ⾏いΉͤɽ 
6 ⽉ʛ� ⽉Ң৪合ͺɼ8 ⽉ 1 ೖ͖Δ 10 ⽉ 1 ೖΉͲ༩ࢋܯΝ⾏いΉͤɽ 

 ͨΗҐؔغͺ͢ࢋܯΉせΞɽ 
Ζ合ͺɼhͤߍೖΝ変࢟開ࢋܯ ΖͤߍೖΝ変࢟開ࢋܯ Ͷɦ☑ΝΗͱೖΝྙ͢ͱく
ͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾࢋܯΝࣰ⾏ͤΖͳɼ9 ೖؔ༩ͳʨϟールഓ৶ౌʩϚタン͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
 
 
 
 
 
ᶇ ϟールοΥρέϚρέスͶ☑ΝΗͱʨϟールഓ৶ౌʩΝέϨρέͤΖͳ༩発බ

ི͗ה 20ˍͳ 40ˍΝ͓ͪೖͶϟールΝૻΕΉͤɽh 9 ೖؔ先ϟールʱͅ 9 ೖ先ΉͲ
ـে༩ๅΝ利⽤͢ͱ༩Ν⾏いɼ発බི͗ה 20ˍͳ 40ˍΝ͓ΖͶϟールΝ
ૻΕΉͤɽ 

  

�

���
�

ˍ

� � � � � �� �
� � � � �� � �

☑

�

☑

�� �� � �
�� ��

�

���
�

ˍ

� � � � � �� �
� � � � �� � �

☑

�

☑

�� �� � �
�� ��
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5.1.�.2. Ҳལනࣖ 
ᶅ ʨҲལනࣖʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ʻʾҲལනࣖϘーζ͗開͘ɼસࡠ͜าɼೖʓ発බིה༩͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᶆ ࡩݗ機Ν࢘⽤ͤΖͳɼනࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊΝ⾏͑͞ͳ͗Ͳ͘ΉͤɽනࣖͤΖ

 Ζ@ϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽͤࡩݗ<Ίড়݇Νઅఈ͢ɼࠒΕߞ͜ࡠ
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 ౕݧثڱࣰ .3.�.5.1
ᶅ ʨࣰౕݧثڱʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾࣰౕݧثڱϘーζ͗開͘ɼસࡠ͜าౕ͗ݧثනࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ʨ&69 ฯଚʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ MoQgare.cVY ϓΟル͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
 

5.1.�.4. าϜρϕ 
ᶅ ʨาマρϕʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾาマρϕϘーζ͗開͘ɼ֦าޅබ発ਫ਼ౕݧثΝマρϕනࣖ͢Ήͤɽ 
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ʴߡࢂๅʵ 
1. ᓐ⽥࢛ඛ・ྵஒي・⁍ӵ・ٸ野法ۛ・Ἓᖔ⼈ʤ201�ʥϋޅබ発ਫ਼ͶӪͤڻ
ΖـেགྷҾմੵ ೖຌබ֒ம研究ճๅ 68�258.  
2. Ҭ博ࡖٸ・جಠ・川・ݨ୫ӵ・平ൂ॑Ҳ之ʤ2015ʥϋޅබͶΓΖਭҶफ
ྖ͕Γ;പາज़ཽͶଲͤΖඅ֒մੵ ۟यබ֒ம研究ճๅ 61�1-6. 
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5.1.8. Ҷ͑ͣ͞බਫ਼༩ 
Ҷ͑ͣ͞බ発ਫ਼༩࢘⽤๏法Νઈ͢Ήͤɽ 

 
5.1.8.1. ீධනࣖ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨਭҶʩˢʨҶ͑ͣ͞බ発ਫ਼༩ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʻʾҶ͑ͣ͞බ発ਫ਼༩Ϙーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ ʰา ɼɦh ࡠ Νɦમ͢ɼҶ͑ͣ͞බ発ਫ਼ড়݇ϏϧϟータΝમ͢ͱくͫ͠いɽ 

న͵મ͗ࢸໃい合ͺ֦ߴӊʨ௧ՅʩϚタンΝέϨρέ͢ͱમࢸΝ௧Յ͢
ͱくͫ͠いɽ 
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ᶇ ʰਏஇʱΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

ʻʾྙͪ͢ϏϧϟータΝυータϗースͶౌ͢ͱਏஇΝ⾏いɼ͍ͪהΕබ਼ཽ࣎
 ήϧϓΝනࣖ͢Ήͤɽܧ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶈ ʰ&SV ड़ྙʱΝέϨρέͤΖͳ IQaNoXjiBSKiQGaQ.cVY Ͷड़ุغ 30 ೖ͖Δड़ุغΉͲ
͍ͪהΕබ਼ཽ͗ड़ྙ͠ΗΉͤɽ 

 

 

ᶉ سغ࣎οΥρέϚρέスͶοΥρέΝΗΖͳɼࢨఈͪ͢غ࣎Ͷアϧーφϟー
ル͗͘Ήͤɽ֦ ͺغ࣎ 'VI ΉͪͺـࢋԻਬఈ͗ࢨఈͶୣͪ͢ೖͶ͵ΕΉͤɽ
ՆͲͤɽ'VI͓ఈͺテΫスφϚρέスͶྙ͢ͱॽ͘ࢨ ͳـࢋԻમͺh ు
६خϟールഓ৶ఈࢢ Ͳɦ⾏いΉͤɽઅఈΝ֮ఈͤΖͪΌޛ࠹Ͷʨϟールഓ৶ౌʩ
ΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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5.1.8.2. Ҳལනࣖ 
ᶅ ʨҲལනࣖʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

ʻʾҲལනࣖժ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ ʨͤ͢ࡩݗΖʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠͫ͗͜͜Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ฯଚʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ IQaNoXjiBSKiQGaQ.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
 

5.1.8.3. าϜρϕ 
ᶅ ʨาマρϕʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

ʻʾาマρϕժ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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 েυʖνـ .5.1.8.4
ᶅ ʨـেυータʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

ʻʾـেυータժ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ ʨͤ͢ࡩݗΖʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠͫ͗͜͜Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ฯଚʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ IQaNoXjiB:eaWKerV.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
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ʴߡࢂๅʵ 
1ɿ Ἓᖔ⼈ʤ2014ʥౖৗۗྖͳـেড়݇͗ϋҶ͑ͣ͞බ発ਫ਼Ͷٶ·ͤӪڻݗ౾ͳ

発ਫ਼ྖΝ༩ͤΖͪΌϠυルࡠ成 ؖ౨౨ࢃබ֒ம研究ճๅ 61�18-22.  
2ɿ 農研機構 中ԟ農業研究センター�2018�ϋҶ͑ͣ͞බ༂ࡐঈマニュアル  

KWWp���ZZZ.Qaro.affrc.go.jp�pXEliciW\BreporW�pXElicaWioQ�fileV�201801iQeNoXjimaQXal.pGf 
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5.1.9. ਭҶҢ৪ೖ݀ఈࢩԋʤʥ 
ϕϫセスΊ͝ܗਭҶਫ਼ү༩Ϡυル（ߡࢂๅ１ɼߡࢂๅ̐）Ν࢘⽤͢ͱɼҢ৪

ҩいͶΓΖफྖ・品࣯変動シϝュϪーシϥン݃ՎΝࣖͤΖ͞ͳͶΓΕɼҢ৪ೖغ
݀ఈΝ⽀援ͤΖ機ͲͤɽシϝュϪーシϥンড়݇અఈ๏法ɼ݃Վනࣖ๏法Νઈ
͢Ήͤɽ 

 
１ߴࣆىʁຌ機ͺࡑݳ開発中Ͳ͍ΕɼマニュアルͶࣖ͠ΗͱいΖժනࣖਦͺαン

テンς機Ώ࢘い๏ΝઈͤΖͲ͍ͮͱɼ݃ࢋܯՎྭΝࣖͤͲͺ͍ΕΉせΞɽ
αンテンς開発য়ڱͺシステム಼Ͷනࣖ͢Ήͤɽ 

̐ߴࣆىʁຌ機ଲԢ品झͺʰαシϐΩϨʱΊͲͤɽ 
 
 

5.1.9.1. ீධනࣖ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨਭҶʩˢʨਭҶҢ৪ೖ݀ఈ⽀援ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾਭҶҢ৪ೖ݀ఈ⽀援Ϙーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ シϝュϪーシϥンড়݇Νઅఈ͢Ήͤɽh าʱɼh 品झ （ɦαシϐΩϨ）ɼh ʱɼؔغ

ʰౖৗોϪϗルʱΝમ͢ɼોࢬ⽤Ν⾏͑ߴͶ☑ΝΗͱɼࢬ⽤ྖ（成ྖ）Ν
͵Νમ͢͢ɼʨࣰ⾏ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽʰ品झʱͺʰαシϐΩϨʱҐى
いͲくͫ͠いɽ͞͞ͲྙͤΖʰౖৗોϪϗルʱͺɼౖৗોໃ機ԿଐౕΝනͤϠ
υルϏϧϟータͶൕӫ͠ΗΉͤ（ߡࢂๅ１）ɽඬ६Ν 8ʛ9 ͳ͢ɼஏྙ͗߶いͳߡ
͓ΔΗΖาͶͺͨΗΓΕ⼤͘いΝɼٱͶஏྙો発͗ݳఁいͳ͓ߡΔΗΖาͲ
ͺͨΗΓΕఁΌΝྙ͢ͱくͫ͠いɽʰؔغʱͺɼシϝュϪーシϥンͶ࢘⽤ͤΖـ
েυータΝգڊʹ͖ؔغΔखಚͤΖ͖Ν݀ఈ͢Ήͤɽ࠹⼤平ۋफྖ͵ʹ݃Վͺɼ
͞͞Ͳમͪ͢գڊ਼年シϝュϪーシϥン݃ՎΝݫͶ͠ࢋܯΗΉͤɽ 
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ʻʾ1）࠹⼤平ۋफྖ͗༩͠ΗͪҢ৪ೖɼ2）࠹⼤平ۋफྖɼ3）࠹⼤फྖͶଲ͢ͱ
90�Ґफྖ͗ಚΔΗΖҢ৪ೖؔغɼ4）പາज़ཽི༩͗ 10ˍҐԾͳ
͵ΖҢ৪ೖؔغɼ͕Γ;फྖɼപາज़ཽིɼݲธタンϏέౕҢ৪ೖͶ
ΓΖ変動Νනͤήϧϓ（ԥΝҢ৪ೖͳ͢ɼシϝュϪーシϥンؔغـেড়݇Ͷ
ΓΖफྖɼപາज़ཽིɼݲธタンϏέౕ変動Νസͽ͝ਦͲࣖͤ）͗නࣖ͠Η
Ήͤɽ 

 
 
 
 
 
 

   
ժනࣖϟーζ（開発中） 
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5.1.9.2. Ҳལනࣖ 
ᶅ գڊͶ݃ࢋܯͪ͢⾏ࢾՎҲལΝනࣖͤΖͶͺɼʨҲལනࣖʩタϔΝέϨρέ͢ͱく
ͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 

ʻʾҲལනࣖժ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ ʨͤ͢ࡩݗΖʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 

ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠͫ͗͜͜Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ฯଚʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ IVKoNXEiB.eWWeiBSKieQ.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
 
ʴߡࢂๅʵ 
１ɿ<oVKiGa +.� T. +orie �2010� A moGel for VimXlaWiQg plaQW 1 accXmXlaWioQ� groZWK aQG \ielG 
of GiYerVe rice geQoW\peV groZQ XQGer GiffereQW Voil aQG climaWic coQGiWioQV. )ielG &ropV 5eV.� 
11�� 122-130. 
̐ɿ<oVKiGa +.� .. TaNeKiVa� T. .ojima� +. 2KQo� .. SaVaNi 	 +. 1aNagaZa �2016� MoGeliQg 
WKe effecWV of 1 applicaWioQ oQ groZWK� \ielG aQG plaQW properWieV aVVociaWeG ZiWK WKe 
occXrreQce of cKalN\ graiQV of rice� 3laQW 3roGXcWioQ ScieQce� 19�1� 30-42.   
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5.1.10. ਭҶࢬઅࢩܯԋʤʥ 
ϕϫセスΊ͝ܗਭҶਫ਼ү༩Ϡυル（ߡࢂๅ１ɼߡࢂๅ̐）Ν࢘⽤͢ͱɼ਼

ࢬড়݇Ͷ͕͜Ζफྖ・品࣯シϝュϪーシϥン݃ՎΝࣖͤΖ͞ͳͶΓΕɼࢬઅܯ
Ν⽀援ͤΖ機ͲͤɽシϝュϪーシϥンড়݇અఈ๏法ɼ݃ Վනࣖ๏法Νઈ͢Ήͤɽ 

１ߴࣆىʁຌ機ͺࡑݳ開発中Ͳ͍ΕɼマニュアルͶࣖ͠ΗͱいΖժනࣖਦͺαン
テンς機Ώ࢘い๏ΝઈͤΖͲ͍ͮͱɼ݃ࢋܯՎྭΝࣖͤͲͺ͍ΕΉせΞɽ
αンテンς開発য়ڱͺシステム಼Ͷනࣖ͢ΉͤͲɼ͟ࢂলくͫ͠いɽ 

̐ߴࣆىʁຌ機ଲԢ品झͺʰαシϐΩϨʱΊͲͤɽ 
 
5.1.10.1. ீධනࣖ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨਭҶʩˢʨਭҶࢬઅܯ⽀援ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾਭҶࢬઅܯ⽀援Ϙーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ シϝュϪーシϥンড়݇Νઅఈ͢Ήͤɽh าʱɼh 品झ （ɦαシϐΩϨ）ɼh ʱɼؔغ

ʰҢ৪ೖʱɼh ౖৗોϪϗルʱɼh ોࢬ⽤ྖ（成ྖ）ʱΝમ・ى͢ɼʨࣰ⾏ʩ
ΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ品झͺαシϐΩϨҐΝમ͢͵いͲくͫ͠いɽ͞͞Ͳྙ
ͤΖౖৗોϪϗルͺɼౖৗોໃ機ԿଐౕΝනͤϠυルϏϧϟータͶൕӫ͠ΗΉ
ɽඬ६Ν（ๅ１ߡࢂ）ͤ 8ʛ9 ͳ͢ɼஏྙ͗߶いͳ͓ߡΔΗΖาͶͺͨΗΓΕ⼤͘
いΝɼٱͶஏྙો発͗ݳఁいͳ͓ߡΔΗΖาͲͺͨΗΓΕఁΌΝྙ͢ͱ
くͫ͠いɽʰؔغʱͺɼシϝュϪーシϥンͶ࢘⽤ͤΖـেυータΝգڊʹ͖ؔغΔ
खಚͤΖ͖Ν݀ఈ͢Ήͤɽ平ۋफྖ͵ʹ݃Վͺɼ͞͞Ͳમͪ͢գڊ਼年シϝュ
Ϫーシϥン݃ՎΝݫͶ͠ࢋܯΗΉͤɽ 
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ʻʾોࢬ⽤ྖϏターン͟ͳ平ۋफྖɼ平ۋപາज़ཽིɼफྖ変動਼ܐɼപາ
ज़ཽི変動਼ܐනͳɼफྖɼപາज़ཽིήϧϓ͗නࣖ͠ΗΉͤɽήϧϓͺシϝュϪ
ーシϥンؔغـেড়݇ͶΓΖफྖɼപາज़ཽི変動Νസͽ͝ਦͲࣖ͢Ήͤɽ 
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5.1.10.2. Ҳལනࣖ 
ᶅ գڊͶ݃ࢋܯͪ͢⾏ࢾՎҲལΝනࣖͤΖͶͺɼʨҲལනࣖʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ

͠いɽ 
 
 
 

 
ʻʾҲལනࣖժ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ ʨͤ͢ࡩݗΖʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 

ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠͫ͗͜͜Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ฯଚʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ SeKiBSeNNeiBSKieQ.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
 
ʴߡࢂๅʵ 
１ɿ<oVKiGa +.� T. +orie �2010� A moGel for VimXlaWiQg plaQW 1 accXmXlaWioQ� groZWK aQG \ielG 
of GiYerVe rice geQoW\peV groZQ XQGer GiffereQW Voil aQG climaWic coQGiWioQV. )ielG &ropV 5eV.� 
11�� 122-130. 
̐ɿ<oVKiGa +.� .. TaNeKiVa� T. .ojima� +. 2KQo� .. SaVaNi 	 +. 1aNagaZa �2016� MoGeliQg 
WKe effecWV of 1 applicaWioQ oQ groZWK� \ielG aQG plaQW properWieV aVVociaWeG ZiWK WKe 
occXrreQce of cKalN\ graiQV of rice� 3laQW 3roGXcWioQ ScieQce� 19�1� 30-42. 
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5.1.11. ͍ͫ͘ΚΔࡁക؇ཀྵࢩԋ 
ʰ͍ͫ͘わΔʱ栽培マニュアル（ߡࢂๅ１）ͶخͰ͘ɼਫ਼үਏஇͶΓΖุྖ݀ఈ

ʰ͍ͫ͘わΔʱ栽培管理Ν⽀援ͤΖ機Ͳͤɽ࢘⽤๏法Νઈ͢Ήͤɽ 
 １ߴࣆىʁຌ機ͺɼࡠౌͲʰ͍ͫ͘わΔ ඬ६ϠυルʱΝમ͢ͱ࢘⽤͢ͱくͫ
͠いɽ 
5.1.11.1. ீධනࣖ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩs ʨਭҶʩs ʨ͍ͫ͘わΔ栽培管理⽀援ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ͍ͫ͘わΔ栽培管理⽀援Ϙーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ʨ栽培マニュアルʩΝέϨρέͤΖͳʰ͍ͫ͘わΔʱ栽培マニュアル（ߡࢂๅ１）
ൊਰ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
 
 
 
 
 
ᶇ ʰ͍ͫ͘わΔ 栽ɦ培マニュアルͲͺɼ༰ุܙ成غਫ਼үਏஇ（ӭࢨඬʻ（cm）
ʹᶹ͍ͪΕ਼ܬʹS3A' ʺ105）ͳඬ佇਼ͶخͰいͱɼਬও͠ΗΖุྖΝࣖ͢ͱい
Ήͤɽਫ਼үਏஇ݃ՎΝྙ͢ͱุྖΝ݀ఈͤΖͳ͘ͺɼุྖࢋܯタϔΝમ͢ɼ
ʰาʱɼʰࡠʱɼʰਫ਼үਏஇ݃Վ（༰ุܙ成غ）ʱɼʰخͪ͢⽤࢘タϕʱɼʰ௧
ՅྖࢋʱΝྙ͢ͱʨӭࢨඬࢋܯʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ʻʾʰӭࢨඬʱ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶈ ʰඬ佇਼ʱΝમ͢ͱɼʨ総ุྖࢋܯʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾʰ総ุྖʱ݃ࢋܯՎ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶉ ྖࢬΝͤࢋܯΖ合ͺʨุྖࢋܯʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾʰุྖࢋܯʱΤΡンχΤ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶊ ุ � յͶ࢘⽤ͤΖྋ 1 成ർ（1 成ི༙）ͳࢬ 1（1 Ν（ྖ⽤ࢬ
ྙ͢ͱʨࢋܯʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ʻʾุࢬ⽤ྖ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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5.1.11.2. फ֯నغ༩ 
ᶅ ड़ุޛـࢋԻͶԢͣɼफ֯నغΝࣖͤΖ機Ͳͤɽʨफ֯నغ༩ʩタϔΝέ
Ϩρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 

ʻʾʰफ֯నغ༩ʱΤΡンχΤ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᶆ ʰาʱɼʰࡠʱΝમ͢ͱʨਏஇʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

ʰड़ุغʱͶಢࣙ༩Ήͪͺ観݃ՎΝྙ͢ͱͤࢋܯΖ合ͺɼ܇ΝΗͱೖΝ
ྙ͢ͱ͖ΔʨਏஇʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 

ʻʾਏஇ݃Վ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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5.1.11.3. ΠϧʖφҲལ 
ᶅ アϧーφϟールૻ৶Νઅఈ͢ΉͤɽʨアϧーφҲལʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 

ʻʾアϧーφҲལΤΡンχΤ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ʰาʱɼʰࡠʱΝમ͢ɼアϧーφϟールΝૻΖߴͶ☑ΝΗͱʨϟールഓ৶અ
ఈౌʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ☑ΝΗͪߴ༩ೖͶϟール͗ૻΔΗΉͤɽ 
 
ʴߡࢂๅʵ 
̏ɿ農業・⾷品産業技術総合研究機構ʤ201�ʥʰ͍ͫ͘わΔʱଡफ・ྒྷ⾷ັਭҶ栽培マニ
ュアル
85/�KWWp���ZZZ.Qaro.affrc.go.jp�pXEliciW\BreporW�pXElicaWioQ�pampKleW�WecK-pampK�0�8328.
KWml 
 
 
 

  

�

����
�

☑を入れて［
］

☑

（����）

85/�KWWS���ZZZ�QDUR�DIIUF�JR�MS�SXEOLFLW\BUHSRUW�SXEOLFDWLRQ�SDPSKOHW�WHFK�SDPSK��������
KWPO�

�

����
�

☑を入れて［
］

☑

（����）

85/�KWWS���ZZZ�QDUR�DIIUF�JR�MS�SXEOLFLW\BUHSRUW�SXEOLFDWLRQ�SDPSKOHW�WHFK�SDPSK��������
KWPO�
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5.2. ঘശࡁക؇ཀྵࢩԋๅ 
5.2.1. ү༩ 

ঘശ発ү༩݃Վනࣖɼึਜ਼๏法Νઈ͢Ήͤɽ 
 
5.2.1.1. ீධනࣖ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨঘശʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᶆ ʰาʱχϫρϕξΤンϨスφͳʰࡠ͜ʱχϫρϕξΤンϨスφͲනࣖͤΖ 

าʙࡠ͜Νમ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ʻʾ༩ೖ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
ᶇ ࣰࡏड़ุغ年⽉ೖΝྙ͢ɼʨߍͤΖʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾࣰࡏड़ุغͳࠫޣΝึਜ਼͢ɼ݃ͪ͢ࢋܯ࠸ՎΝනࣖ͢Ήͤɽ 
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ˠ༩ೖड़ุغͺࣰࡏೖͳҲ͢Ήͤɽ 
ˠքಕ農研発үࣞࢋܯ合ɼනࣖ͗Ҳ෨ҡ͵ΕΉͤɽ 
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 കྻࡁ .5.2.1.2
ᶅ ʨ栽培ྻʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 

ʻʾౌࡃΊࡠ͜発ү༩͗Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ͢ʨࡩݗʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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 ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠ͜発ү༩ͫ͗͜නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.2.1.3. Ҳལනࣖ 
ᶅ ʨҲལනࣖʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 

ʻʾౌࡃΊࡠ͜発ү༩͗Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ͢ʨࡩݗʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠ͜発ү༩ͫ͗͜නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ड़ྙʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ .omXgiB+aWVXiNX.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
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5.2.1.4. าϜρϕනࣖ 
ᶅ ʨาマρϕʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 

ʻʾาマρϕϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
マーΩー৯ͺステータスͶΓΕ変Կ͢Ήͤɽ 
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 ༩ౕݧثਭʀุլࣰࢢ .5.2.2
 ༩利⽤๏法Νઈ͢Ήͤɽౕݧثਭ・ุ発լࣰࢢ

 
ᶅ  ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨঘശʩˢʨࣰࢢਭ・ุ発լౕݧث༩ʩΝέϨρέ͢ͱく

ͫ͠いɽ 

ʻʾࣰࢢਭ・ุ発լౕݧث༩Ϙーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆ ʰาʱɼʰࡠ͜ʱΝમ͢ͱ>ࣰ⾏@ΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 
ʻʾࢋܯ྅ϟρセーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶇ ʨ2.ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

ʻʾ݃ࢋܯՎ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
ˠุ発լ発ਫ਼ౕݧثͶついͱ 
ุ発լ発ਫ਼ౕݧث਼ͺɼࣰ దͶݩ 15ˈͲٷਭͪ͢合発լིͲ͍Εɼઞࡑద͵
ͺ߶く͵ΕౕݧثʹԻ͗߶くɼ߳ਭೖ਼͗ଡいΆـ中ؔغΝන͢Ήͤɽౌज़ౕݧث
ΉͤɽΉͪɼ品झุ発լଳྂ͠ߡΗͱいΉͤɽ 
ุ発լ発ਫ਼ౕ͗ݧث ��ˍΝ͓Ζͳɼh ඉͶ߶いʱͳනࣖ͠ΗΉͤɽफ֯غӏͷ
ΗͶΓΕุ発լ͗発ਫ਼͢Ώͤく͵ͮͱいΉͤɽड़པΖͫ͜くफ֯ͤΖ͞ͳ͗චགྷͲ
ͤɽ 

 
ᶈ ήϧϓනࣖͤΖ合ͺʨήϧϓʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 

 

ʻʾࣰࢢਭਬఈܧ࣎ήϧϓͳ਼͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
ˠήϧϓͶϛンターΝくͳɼೖͳࣰࢢਭ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 

   ˠਦ中તͺαンώンफ֯開࢟҈ͳ͵Ζࣰࢢਭ 30ˍΝࣖ͢Ήͤɽ 
 
ᶉ ήϧϓΝถͣΖ合ͺʨถͣΖʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ʴߡࢂๅʵ 
１ɿ中Ԅߒ・⼤野宏之・٤⽥ͽΘ͓・中川博視ʤ2013ʥౌज़ஊพـেགྷҾ͗αムά
ุ発լ発ਫ਼Ͷٶ·ͤӪڻɿೖنࡠ 82�2��183-191 
̐ɿ中Ԅ್ݱݬ⼤・ߒʤ2010ʥـেυータͶΓΖαムάࣰࢢਭི؈ҝਬఈ法ɿೖنࡠ
�9�4�� 506-512 
３ɿ中Ԅߒ・Ҭ܇・್ݱݬ⼤・⾏ڭࢃ�2006�αムάౌज़գఖԻౕൕԢͶخͰく
ਫ਼理ద成ज़غͳࣰࢢਭིਬఈ法ɿೖنࡠ �5� 526-534ɿ 
 

  

ྻೖ 
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5.3. ಀࡁക؇ཀྵࢩԋๅ 
5.3.1. ү༩ 

ๅߡࢂ）েๅͳ発ү༩Ϡυルـ �）Ν利⽤͢ͱɼࡠ͜ౌͪ͢品झͶ͕͜Ζݳ
༩Ν⾏͑機Ͳͤ（発غ࢟ɼ成ज़غ࢟⼤ࣰࢢɼغ発үステーζਬఈΏɼ開ࡑ
үステーζఈٝͺ>+2ME@ˢ>αンテンς@ˢ>⼤ಀ栽培⽀援ๅʷ発ү༩@αンテン
ς়ղชΝࢂল͢ͱくͫ͠い）ɽ⼤ಀ発ү༩݃Վනࣖɼึਜ਼๏法Νઈ͢Ήͤɽ 
 
ߴࣆى 1ʁքಕकགྷ品झϤΫϙマϪ͗౧͠ࡎΗͱいΉͤ͗ɼϏϧϟータਬఈͶ⽤い
ͪ栽培υータͶͺքಕ݃ՎͺΉΗͱ͕ΕΉせΞɽࡑݳ⽤いͱいΖϏϧϟータ͗ք
ಕͶ͕いͱ利⽤ՆͲ͍Ζ͖ͺ͗ৄݗචགྷͳ͵ΕΉͤɽ 
̐ߴࣆىʁޛࠕ͗ٶఈ͠ΗΖ 3 品झ（シュΤϨュΤɼΆΆ͓ΊɼγοϤタΩ A1
ΗΖͲͺɼϏϧϟータਬఈͶ利⽤ͪ͢発үυータ͗ঙ͵いͪΌɼ༩݃Վ͗⼤͘く（ߺ
Ն͍͗ΕΉͤɽ 
 
 
5.3.1.1. ீධනࣖ 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨ⼤ಀʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ᶆ ʰาʱχϫρϕξΤンϨスφͳʰࡠ͜ʱχϫρϕξΤンϨスφͲනࣖͤΖาʙ
 ͜Νમ͢ͱくͫ͠いɽࡠ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ༩ೖ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
 

ᶇ ʰ開غʱӊͶࣰࡏ発үステーζ年⽉ೖΝྙ͢ɼʨߍͤΖʩΝέϨρέ͢
ͱくͫ͠いɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾೖ͗ߍ（ౌ）ͪ͢͞ͳΝࣖͤϟρセーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶈ ʨ2.ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 

ʻʾೖ͗ى・ߍ͠ΗΉͤɽˠ発ү༩Ϡυルึਜ਼Ͷͺ࢘⽤͠ΗΉせΞɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 കྻࡁ .5.3.1.2
ᶅ ʨ栽培ྻʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 

ʻʾౌࡃΊࡠ͜発ү༩͗Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ͢ʨࡩݗʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠ͜発ү༩ͫ͗͜නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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5.3.1.3. Ҳལනࣖ 
ᶅ ʨҲལනࣖʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
  
 
 

ʻʾౌࡃΊࡠ͜発ү༩͗Ҳལනࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
 
ᶆ නࣖͤΖࡠ͜ߞΕࠒΊড়݇Νઅఈ͢ʨࡩݗʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ʻʾࡩݗড়݇Νຮͪͤࡠ͜発ү༩ͫ͗͜නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶇ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ड़ྙʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ 'ai]XB+aWVXiNX.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
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5.3.1.4. าϜρϕනࣖ 
ᶅ ʨาマρϕʩタϔΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 

 
ʻʾาマρϕϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 

マーΩー৯ͺステータスͶΓΕ変Կ͢Ήͤɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.3.1.5. Ϡυϩؽ 
 ਭҶ発ү༩ͳಋͣ๏法Ν⽤いͱいΉͤɽࡋͶつ͘Ή͢ͱͺਭҶϘーζΝ͟ࢂল
くͫ͠いɽ 
 
 
ʴߡࢂๅʵ 
１ɿ中野ۿ・࢛୫ӽ࢛・ౣ⽥৶್・伺ౣྒྷ࣏・⼤野宏之・ຌؔيߵ・പآ⽴ඛʤ2015ʥ
ξθ品झ発үϠυルࡠ成ͳـԻত͗発үଐౕͶٶ·ͤӪڻ߁Үਬఈɿ ೖຌࡠ
ָճࣆن 84� 408-41�ɿ 
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5.3.2. ᕴਭࢩԋ 
ᕴਭ⽀援利⽤๏法Νઈ͢Ήͤɽ 

 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨ⼤ಀʩˢʨᕴਭ⽀援ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʻʾᕴਭ⽀援Ϙーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
ᶆʰาʱɼh ড়ֶؔʱɼh ड़լೖʱΝྙ͢ͱʨॵغࢋܯ࠸ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
ˠέϨρέޛɼ݃ՎනࣖΉͲ 60 භఖౕ͕ଶͬくͫ͠いɽ 
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ʾʰॵغ͗ࢋܯ྅͢Ήͪ͢ʱϟρセーζ͗නࣖ͠ΗΉͤ 
˗ྙͶؖ͢ͱ���� 
ʨড়ֶؔʩ  
0.�ʛ0.�5mΉͪͺ0.35m͖Δમ;ΉͤɽʹͬΔͶ֚͢͵い合ͺۛいΆ਼͑࣊Νમ
ΞͲくͫ͠いɽ 
ʨड़լೖʩ 
͕͕Γͨड़լೖͲͤɽ 
̐ىつΝ変ͪ͢ߍ合ͺචͥɼ>ॵغࢋܯ࠸@ϚタンΝԣ͢Ήͤɽ 
 
ᶇ ʰౖৗϏϧϟータʱɼh  ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽࢋܯϏϧϟータʱྙ͢ͱʨࡠ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
˗ྙͶؖ͢ͱ���� 
ʨ10�Ωώーೖʩ 
ʨ100�Ωώーೖʩ 
10�Ωώーೖɼ100�Ωώーೖͺ>ॵغࢋܯ࠸@Ϛタン͗ԣ͠ΗͪࡏͶࣙ動దͶනࣖ͠Η
Ήͤɽࣙ Ͳͮͳਜ਼֮͵ྻೖΝྙͪ͢い合Ͷͺ>ॵغࢋܯ࠸@ϚタンΝԣͪ͢ޛɼ
ྈ者ΝघͲ࠸ྙ͢ͱくͫ͠いɽ10�Ωώーೖɼ100�ΩώーೖΝέϨρέͤΖͳͨ
ステーζ⼤ಀࣺਇ͗ड़ΉͤͲɼ͞ΗΝ҈͢ͱくͫ͠いɽ 
>า༲ਭྖ@ 
>Ӯ͕͢ٳΗ఼@ 
ࣰͤΖ͞ͳΝਬও͢Ήͤ͗ɼࣰࡏͶͺࣰͺೋ͢いͲਬఈΝେ⽤ͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ή
ͤɽา༲ਭྖɼӮ͕͢ٳΗ఼ΝέϨρέͤΖͳ͞ΗΔ਼࣊ٽΌ๏͗නࣖ͠ΗΉͤɽ
͞๏法ͶॊͮͱౖΝพ͢Ήͤɽ 
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 @ࠞ⼤࠹ ౖࡠ<
൭ΓΕくࠞ͗ΖาͲͺࠞԾͶ૮ͤΖΝߠదͶݩܨΝྙ͢Ήͤɽߠ
ΗΉͤɽ 
 @Ϛέౖࠉ<
ଲেา͗ࠉϚέౖ合ͺοΥρέΝΗΉͤɽ 
>ਭᮤ@ 
0-100�਼ؔ࣊Νྙ͢Ήͤɽ50�͗ॵغͶ͵ͮͱいΉͤɽͮͳף૫ͪ͢ড়݇Ͳ
 ΝΗΉͤɽ࣊ΝɼͮͳᕴਭළౕΝͪ͝い合ͺ߶い਼࣊༲ͤΖ合ͺఁい਼ڒ
 
ᶈ ʨ2.ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

ʻʾ݃ࢋܯՎ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 

ᶉ ҐͶᕴਭΝ⾏ͮͪ͞ͳ͍͗Ζ合ͺɼͨೖͶᕴਭͪ͢ྖΝྙ͢Ήͤɽ 
˗ྙͶؖ͢ͱ���� 
න中ʰᕴਭྖʱᕴਭΝ⾏ͮͪྻೖセルͶᕴਭྖΝΗΉͤɽؔܥᕴਭ合ᕴ
ਭྖͺ͵Ͳɼ500mm ͳいͮͪ⼤գ͵ྖΝΗͱくͫ͠いɽ 
 

ᶊ ҲལΝϓΟルͶฯଚͤΖ合ͺʨ&SV ड़ྙʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ 'ai]XB.aQVXi.cVY ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
˗නݡ๏���� 
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ʨETBoʩ 
ઞࡑద͵ৢ発ྖࢆخ६Ͳͤ（ୱҒͺmm）ɽ 
ʨETBcBaGjʩ 
⼤ಀਫ਼үステーζΏౖࡠף૫য়ସΝՅັࣰͪ͢ࡏৢ発ྖࢆਬఈͲͤɽ͞ͺ
 くΆʹঘ͠く͵ΕΉͤɽ（ୱҒͺmm）ɽףౖ͗ࡠ͗⼤͘いΆʹ⼤͘く͵Εɼࡠ
ʨౖৗਭʩ 
ରਭི（ˍ）ͲౖࡠਭྖਬఈͲͤɽ 
ʨ༙ްਭྖʩ 
 Ն͵ਭྖਬఈͲͤ（ୱҒͺmm）ɽ⽤࢘͗ࡠΗͱいΖɼ࣍͠Ͷฯ಼ౖࡠ
ʨਭスφϪス਼ࢨʩ 
ਭスφϪス਼ࢨΝ0-100ҕͲනࣖ͢Ήͤɽ͗͞અఈͪ͢ʰᕴਭᮤʱΝӿ͓ͪ
合ɼ਼͗࣊Ͳනࣖ͠ΗΉͤɽᕴਭΝ͓ߡͱくͫ͠いɽ0ͺスφϪス͗͵いয়ସͲͤɽ
100�Ͳͺף૫スφϪスͶΓͮͱ͗ـસͶถͣͱ͕Εɼޭ 合成͗⼤͘くఁԾͤΖڬΗ͗
͍ΕΉͤɽᕴਭࣰࢬஇͺΉ֮ͫͲͺ͍ΕΉせΞ͗ɼॵغͺ50�Ͳͤɽ 
ҐߴͶついͱɼາཔ༩ͺࣾରͲࣖ͢ͱ͍ΕΉͤɽ 
 
ᶋ ήϧϓනࣖͤΖ合ͺʨήϧϓʩϚタンΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ʻʾਭスφϪス਼ࢨͳ༙ްਭྖܧ࣎ήϧϓ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ⽤ޢͺߴʰනݡ
๏ʱΝߡࢂͶ͢ͱくͫ͠いɽઅఈͪ͢ਭスφϪスᮤΝӿ͓ͪೖͺいતͲࣖ͢ͱ
͍ΕΉͤɽΉͪɼາཔ༩ͺ఼તͲࣖ͢ͱ͍ΕΉͤɽ 

 
ᶌ ήϧϓΝժͳ͢ͱξΤンϫーχͤΖ合ͺʨξΤンϫーχʩϚタンΝέϨρέ͢ͱ

くͫ͠いɽ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ࢘͟⽤ 3& Ͷ NaQVXiBgrapK.pQg ͗ξΤンϫーχ͠ΗΉͤɽ 
 

ʴߡࢂๅʵ 
নඎधʤ2016ʥアϟϨΩ合़国ϋϔϧスΩय⼤ಀ研・࢛中野・نஒڰ߶・࢛୫ӽۿ
究ࣆʗـেͳౖৗๅΝ⽤ͪ͢ᕴᕳ⽀援ΤΥϔアϕϨίーシϥンΝ中ৼͶʗ� 農業͕
Γ;Ԅܵ� 91�6�� 608-61�. 
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 ԋࢩժܯࡠ .5.3.3
͜ౌͪ͢品झਫ਼ү・फࡠেυータͳ⼤ಀਫ਼ү・फྖ༩ϠυルΝ利⽤͢ͱɼـ

ྖ༩Ν⾏͑機Ͳͤɽʰףࣰࢢ॑ʱʰஏ෨સף॑ʱʰ総ઇ਼ʱʰཁ਼ࢨʱ
ʰकܬௗʱΝ༩͢Ήͤɽࡠܯժ⽀援利⽤๏法Νઈ͢Ήͤɽ 

 
ߴࣆى 1ʁਫ਼ү֒གྷҾ（૾֒ɼ࣬֒・ף૫֒ɼබம֒͵ʹ）ͺྂ͠ߡΗͱい͵いͪ
Όɼ͞͞Ͳ༩͠ΗΖ݃Վͺࣰࡏาਫ਼ү・फྖͳͺҡ͵Ζ఼Ͷ͟қくͫ͠いɽ 
 
 
ᶅ ʨ栽培⽀援ๅʩˢʨ⼤ಀʩˢʨࡠܯժ⽀援ʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾࡠܯժ⽀援Ϙーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶆ ʰาʱɼʰϤーδྙߴʱΝྙ͢ͱʨࢋܯʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ʻʾౌ྅ϟρセーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
ˠέϨρέޛɼ݃ՎනࣖΉͲ 60 භఖౕ͕ଶͬくͫ͠い（ࢨఈͪؔ͢غͶΓΕࢋܯ
ௗ͠ͺҡ͵ΕΉͤ）ɽ 
 
 
 
 
 
ʻʾήϧϓ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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ᶇ ήϧϓනࣖͤΖགྷોΝમ͢ͱくͫ͠いɽ 
 ਫ਼үգఖਬఈ݃ՎήϧϓͲͺɼʰףࣰࢢ॑ʱʰஏ෨સף॑ʱʰ総ઇ਼ʱ 

ʰཁ਼ࢨʱʰकܬௗʱ͗મͲ͘Ήͤɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᶈ ԾͶスέϫール͢ͱɼήϧϓනࣖͤΖགྷોΝમ͢ͱくͫ͠いɽ 

֦ड़լೖΝఈͪ͢合ਬఈ݃ՎήϧϓͲͺɼʰףࣰࢢ॑ʱʰकܬௗʱ͗મ
Ͳ͘Ήͤɽ 
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6ɿܱغվๅ 
6.1. ҡ߶ԻʀఁԻೖ਼қๅ 

֦ϟρシュͶ͕いͱɼࠕೖ（ೖ）͖Δ � ೖ先ΉͲೖ平ـۋԻͶついͱɼ平年ΓΕ
2ˈҐ߶いɼ2ˈҐఁいೖ͗Ձೖ͍Ζ͖ΝͨΗͩΗΩΤンφ͢ɼଡい๏ೖ਼Νસ国Ͷ
ついͱΩϧーシΥーχͲϕϫρφ͢Ήͤɽҡ߶Ի・ఁԻೖ਼қๅ利⽤๏法Νઈ
͢Ήͤɽ 
 
ᶅ ʨܱغվๅʩˢʨҡ߶Ի・ఁԻқๅʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
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ʾҡ߶Ի・ఁԻೖ਼қๅϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
  ܱվๅ͍͗Ζౌஏ఼ͺマーΩー͗৯Ͷ͵ΕɼժԾଈͶஏ఼໌ͳҐԾܱ

վๅ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 ܱվๅ͵͢ʁ߶�ఁԻೖ͗ 3 ೖҐ಼合 
 ܱվๅ͍Εʁ߶�ఁԻೖ͗ 4 ೖҐ合 
 

ᶆ マーΩーͶϛンターΝせͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
ʻʾ� ೖ先平ۋʰ平ـۋԻʱʰـ߶࠹Իʱʰ࠹ఁـԻʱʤˈʥ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 

ᶇ マーΩーΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾ6 ೖʛ6 ೖ先ΉͲೖ࠹߶・ೖ平ۋ・ೖ࠹ఁـԻήϧϓ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ平
年ͳർֳ͢ͱఁいͳ͞Θͺਭ৯ɼ߶いͳ͞Θͺᒷ৯Ͳන͠ΗΉͤɽ 
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6.2. ҡ߶ԻʀఁԻೖ਼қๅգڊ � ೖؔ 
֦ϟρシュͶ͕いͱɼࡤೖ͖Δգڊ � ೖؔೖ平ـۋԻͶついͱɼ平年ΓΕ 2ˈҐ

߶いɼ2ˈҐఁいೖ͗Ձೖ͍Ζ͖ΝͨΗͩΗΩΤンφ͢ɼଡい๏ೖ਼Νસ国Ͷついͱ
ΩϧーシΥーχͲϕϫρφ͢Ήͤɽҡ߶Ի・ఁԻೖ਼қๅգڊ � ೖؔ利⽤๏法Ν
ઈ͢Ήͤɽ 
 
ᶅ ʨܱغվๅʩˢʨҡ߶Ի・ఁԻ գڊ � ೖؔʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾҡ߶Ի・ఁԻೖ਼қๅգڊ � ೖؔϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
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6.3. ϓΥʖϱқๅ 
ϓΥーンқๅ利⽤๏法Νઈ͢Ήͤɽ 
ਭҶ͗ɼड़ุ͖غΔ 1 ुؔҐ಼ؔͶҲఈҐ͠کϓΥーン（߶ԻͲף૫ͪ͢ࢃ

ӿ͓ک෫）Ͷૼ۲ͤΖͳุҲ෨Ͷ佇ޅΗ（പุ）͗発ਫ਼ͤΖ合͍͗ΕΉͤɽΉͪɼ
ड़ุ͖غΔ 2ʛ3 ुؔؔغ合ͺɼธͶപཽ͗発ਫ਼ͤΖ͞ͳͶΓΕ品࣯͗ఁԾͤΖ
Η͍͗ΕΉͤɽຌαンテンςͺɼ۟य෨Νଲেͳ͢ͱɼਭҶͶඅ֒ΝͪΔͤϓΥڬ
ーンܱվๅΝͤڛΖͲͤɽϓΥーンܱվๅͺೖ൫ɼཎೖ൫ɼཎʓೖ൫ΉͲ
ΖҮɼ͍͗ݧث͠ΗΉͤɽいҮͺඅ֒ߍ成͠Ηຘೖࣙ動దͶࡠͰ͘خে༩ๅͶـ
ԭ৯いҮͺඅ֒͗発ਫ਼ͤΖՆ͍ΖҮΝන͢ͱいΉͤɽՈلͺɼಝͶ台෫Ͷͳ
͵͑ϓΥーン͗͢ば͢ば発ਫ਼ͤΖͲɼ台෫発ਫ਼࣎ͶͺϓΥーンܱվๅΝ֮͟くͫ͠
いɽਭ管理͵ʹଲࡨͶΓΕඅ֒ΝཊͲ͘ΖՆ͍͗ΕΉͤɽ 
 
ᶅ ʨܱغվๅʩˢʨϓΥーンқๅʩΝέϨρέ͢ͱくͫ͠いɽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ʻʾϓΥーンқๅϘーζ͗නࣖ͠ΗΉͤɽ 
 
 
 
 
 

 

―　131　―





132

令和２年６⽉ 
栽培管理⽀援システム 

Ver.1.1 
利⽤マニュアル 

編著者 中川博視 ⼤野宏之 岡⽥周平 
発⾏者 国⽴研究開発法⼈農業・⾷品産業技術総合研究機構（農研機構） 

農業環境変動研究センター 
〒305-8604 茨城県つくば市観⾳台 3-1-3

問い合わせ先 農業環境変動研究センター 
E-mail：MAgIS＠ml.affrc.go.jp Tel：029-838-8180



栽培管理支援システム
MAgIS Ver.1.0

利用マニュアル

農研機構 農業環境変動研究センター




